
第 5 回 ｢産科医療補償制度原因分析委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 1 年 6 月 9 日 (火) 午後 4 : 3 0 ~午後 6

場所 : 日 本医療機能評価機構 大会議室

3 0

財団法人 日 本医療機能評価機構
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○事務局 (山 田 )

委員会を開始いたす前に資料の確認をお願い申 し上げます。

資料はまず右側の資料でございますが、 委員の方の出欠一覧が ございます。 次に第 5 回

原因分析委員会の次第、 及び議事資料がございます。 資料でございますが、 資料 1 ー 1 か

ら資料 3 ー 2 ま で、 及び参考資料が ございます。 資料 1 - 1 でございますが、 ｢原因分析報

告書案<仮想事例 2 > ｣ で ございます。 資料 1 - 2 でございますが、 ｢原因分析報告書案<

仮想事例 2 > の分娩経過一覧表｣ でございます。 資料 1 - 3 でござますが 、 ｢仮想事例 2 の

原因分析報告書案についての ご意見｣ でございます。 資料 1 - 4 でございますが 、 ｢仮想事

例 2 の脳性まひ発症の原因 、 医学的評価、 改善事項に対する ご意見｣ でございます。 資料

2 でございますが、 ｢医学的評価等を記載する に当たっ ての表現について｣ でございます。

資料 3 - 1 で ございますが 、 ｢ 『原因分析のための保護者の意見割こついて (事前の ご案内)

(案) ｣ で ございます。 資料 3 ー 2 でございますが、 ｢ 『原因分析のための保護者の意見』

について記入のお願い (案) ｣ で ございます。 それか ら参考資料でございますが、 ｢原因分

析報告書に記載される 『事例の概要』 に関する確認のお願い｣ でございます。 最後に第 7

回原因分析委員会の 日 程調整表が ございます。

次に左側の資料でございますが、 ｢産婦人科診療ガイ ドラ イ ン産科編 2 0 0 8 ｣ 及び ｢原

因分析委員会委員用資料フ ァ イ ル｣ を配付いた してお り ます。 こ の ｢産婦人科診療ガイ ド

ラ イ ン産科編 2 0 0 8 ｣ 及び ｢委員用資料フ ァ イル｣ につ き ま しては、 次回以降の委員会

でも使用いた しますので、 委員会終了後も持ち帰る こ と な く 、 机に置いたまま に していた

だ く よ う お願いいた します。

それでは定刻にな り ま したので、 ただいま か ら第 5 回産科医療補償制度原因分析委員会

を開催いた します。 議事進行を これよ り 岡井委員長にお願い申 し上げます。 お願いいた し

ます。

○岡井委員長

先生方、 本 日 もお忙 しい中 、 ご出席いただき ま してあ り が と う ご ざいます。 では早速始

めたい と思いますが、 本 日 は仮想事例 2 の模擬疑部会、 これを最初にや らせていただき ま し

て 、 前回の委員会の意見の整理等をその後に行いたい と思います。

仮想事例 2 は先生方、 お 目 を通 していただいている と思います し、 ご意見もいただいて

いますが、 いろいろ と議論する事項が多 く 含まれています。 そ う い う 事例が仮想事例 と し

て挙げ られていますので、 よ ろ し く ご審議をお願い したい と思います。
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それでは 、 先生方か らいただいた意見を事務局で整理してま と めた も のが資料 1 - 4 に

ございます。 こ の表を見なが ら 、 一つ一つ皆 さ ん全員の ご意見を聞いてい く こ と と したい

と 思います。

そ う します と 、 資料の一番上、 脳性まひ発症の原因の事例で、 原因に関 しての意見です。

最初の ご意見は、 分娩前の母体および胎児の状態を見る と 、 分娩前には原因 と な る よ う な

所見は認め られない と い う のが原案の結論になっ ている のですが、 それに対 して 、 妊娠中

に異常が認め られないか ら と いっ て 、 脳性まひ発症の原因がない と は断言でき ない と い う

ご意見をいただいていますが 、 これは どなたか ら いただいたので し ょ う か。

○水上委員

これは私です。

○岡井委員長

先生、 こ こ に書かれた こ と の内容を も う 少 し具体的にお願い します。

○水上委員

脳性まひの原因はいるいる多岐にわたっ て 、 分娩中に起こ る脳性まひは 1 5 % ぐ らい程

度推定されている こ と か ら 、 分娩に突入する前の異常すべてを否定したわけではないのに 、

通常の検査で指摘でき る異常がないか ら と いっ て 、 脳性まひの原因がない と は言えない と

い う こ と です。

○岡井委員長

ない と は断言でき ない と い う こ と ですね。

○水上委員

そ う です。

○岡井委員長

これは よ く あ る こ と で、 実際にその前に何かが起こ っ ていて 、 分娩がき っ かけになっ て

胎児心拍数に異常が出て く る と い う よ う な こ と も あ る こ と は報告されています。 ですか ら 、

これは断言 してはいけないのではないか と い う お話ですが、 竹村先生、 何かご意見はあ り

ますか。

　　　　　　

いえ 、 同 じ意見です。

○岡井委員長

そ う する と 、 こ こ の と こ ろは ｢所見は認め られない｣ と い う 書き方なのですが、 も う 少



しつけ加える よ う な表現がいいのですか。 ｢現在の医学でははっ き り 推定でき る 、 想定でき

る よ う な原因は見つか ら なかっ た｣ みたいな表現な らいいわけですね。

○水上委員

そ う ですね。 資料 1 - 就こ何か提案された も のが書いてあ り ますよね。 網かけになっ て

いる部分です。 ｢母体に妊娠中異常所見は認め られなかっ た ｣ と 、 すんな り 、 こ こ は これで

いいのではないかと思います。 ｢通常の検査で指摘でき る異常はなかっ た｣ と か。

○上田理事

これは 1 ページです。

○岡井委員長

最初の報告書の 1 ページですか。 ｢脳性まひ発症の原因 と な る母体の所見は認め られな

い。 ｣ と い う 記載になっていたも のを ｢妊娠中異常所見は認め られなかっ た｣ と い う こ と で

すが、 あま り 変わ ら ない よ う な気がする のですが。

○水上委員

こ の ｢脳性まひ発症の原因 と な る母体の所見は認め られなかった ｣ と い う のは全然意味

が違いますよね。 脳性まひの原因にはいろいろ ある のですか ら 。

○岡井委員長

なる ほ ど。 おっ しゃ る と お り です。 ｢医学的に明 ら かに されている所見は認め られなかっ

た｣ と い う ほ う がいいのかも しれませんね。 こ こ の話は原因の こ と を言っ ている わけです

から 、 こ ち らみたいに ｢異常所見は認め られなかっ た｣ と い う ので した ら 、 脳性まひの原

因に対する考察 と い う 意味では突っ込みが足 り ない と い う か、 異常所見が認め られなかっ

たですね、 と い う こ と になっ て しま う わけですね。

○水上委員

しか し、 分娩前に、 こ の人やこ の胎児には 、 その時点で脳性まひがない と 言い切る こ と

は、 僕 ら が通常やっ ている検査ではでき ません。

○岡井委員長

だか ら 、 今わかっ ている原因 と して 、 そ う い う も のはなかった と い う こ と で し ょ う 。

○水上委員

それは検査 されていないのですよね。 例えば分娩に突入する前にMR I を撮る と か、 サ

イ ト メ ガ ロ ウイルス をすべてやる と か、 神経の発生異常についてア ンテネータル検査 した

と か、 そ う い う こ 割害全然やっ ていないわけです。 現在の妊婦健診は、 それをス ク リ ーニ
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ングする検査は全然やっ ていません。

○岡井委員長

も ち ろんそ う です。 で も 、 原因について、 こ こ は※結論を出 さ ない と いけないわけです。

○池ノ 上委員長代理

でも 、 その原因は分娩中に原因があ る か ど う かが問題で、 分娩開始前に原因がある か と

う かは 、 これは物すご く 大き な医学的な問題です。

○水上委員

難 し く てでき ません。

○池ノ 上委員長代理

日 常診療で取 り 扱 う レベルではない と思 う のです。

○岡井委員長

まだ研究中で、 これか ら解明 していかな く てはいけない も のです。

○池ノ 上委員長代理

ええ。 ですか ら 、 ｢現時点でだれも が見てわかる よ う な異常はなかっ た｣ 々 こ と どめない と 、

オーバーステー ト メ ン ト にな る のではないで し ょ う か。 ですから 、 妊娠経過中に明 らかな

異常、 例えば I U G R と か、 そ う い う 普通の診療の レベルで明 らかに指摘される よ う な も

のはなかっ た と い う と こ ろで し ょ う 。

○岡井委員長

だか ら 、 原因 と して明 らかになっ ている よ う な も ので し ょ う が 、 で も 、 何か所見が ｢里

常がなかった｣ と い う ので、 原因の こ と を こ こ では書かない と いけないわけで し ょ う 。 原

因に関 しての コ メ ン ト を。

○水上委員

でも 、 こ の方の場合は 、 分娩中の こ の原因 と な る よ う な こ と を強 く 示唆する所見が、 分

娩中に こ の方には出現してき ますよね。 ですから 、 妊娠期間中の通常の検査で異常がなか

った と い う こ と を さ ら り と流 して 、 そ こ の こ と について ｢脳性まひの発症の原因 と な る も

のはなかっ た ｣ と い う のは、 池ノ 上先生が言われた よ う にオーバーステー ト メ ン ト にな る

ので、 ｢異常所見はなかっ た｣ と い う 程度で さ ら っ と 流 していいのではないかな と思います。

○岡井委員長

そ う い う ふ う に しま し ょ う か。

○竹村委員
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要する に同 じ こ と なのですが 、 分娩前に異常がなかった ら 、 すべてが分娩中の異常に よ

る脳性まひなのか と い う こ と なのです。 だか ら 、 そ こ の と こ ろ をはっ き り しておかない と 、

分娩前に異常がなかっ たか ら 、 すべてが分娩中の異常に よ っ て脳性まひが起こ っ ている と

と れる よ う な表現は避けていただき たい と い う 意味です。

○鈴木委員

こ う い う 記述は ど う で し ょ う か。 ｢脳性まひの発症の原因 を推測でき る胎児お よび母体

の臨床所見は認め られない。 ｣ と 。

○岡井委員長

僕は どち ら か と い う と そ う なのですが、 そ う ではな く て……

○鈴木委員

今のお二人の意見を反映している よ う に思 う のですが。 つま り 、 脳性まひの原因を推測

でき る よ う な胎児、 母体所見はなかった と い う こ と です。

○水上委員

それな らいいです。 合理的に推測でき る よ う な所見はなかっ た と い う こ と です。

○岡井委員長

脳性まひの原因に係る よ う な こ と を何か書かない と 、 ただ ｢異常所見はなかっ た｣ だけ

では、 こ こ の結論 と して出すのには足 ら ないのかな と 僕も思います。 ｢推測でき る よ う な ｣

でいいですか。

○池ノ 上委員長代理

それだっ た ら 、 いいのではないですか。

○水上委員

｢合理的に推測でき る ｣ と 力 } … ･ ･ 。 ま あ 、 入って も入ら な く て もいいですが。

○岡井委員長

さ 拭こつけ る と すれば、 ｢現在の医学でわかっ てい る範囲において ｣ と か と い う ふ う る こ し

ておけば、 まだわか ら ない と こ ろはいっ ぱいある と い う こ と ですが。

○水上委員

それは、 例えばbMR I をやっ た り 、 徹底的に出生前に診断 してお こ う と思えば、 それは

不可能なわけではないわけです、 現在の僕 ら のツールを も って して。

○岡井委員長

でも 、 多分、 先生、 それでやって も まだわか ら ない も のはいっ ぱいあ る と思います。



○水上委員

も ち ろんそ う です。 だか ら 、 これは通常の妊婦健診 しか受けていないので、 そ う い う こ

割ま していないわけです。 それ ら をすべて否定 したかの よ う な表現は、 先ほ ど竹村先生が

指摘された ま 効こ 、 分娩前にはなかっ たか ら妊娠中に起こ っ た と は、 こ のケースでは多分、

それは間違いない と思 う のですが、 今後 、 こ う い う ケース が どん どん出てき ます。 そ う し 、

う と き に 、 そ う い う 誤解を生むよ う な表現でモデルと してつ く っ ておき ます と 、 大変な混

乱の も と になる のではないか と い う 気が します。

○楠田委員

これは要は診断でき なかっ た と い う こ と は指摘でき なかっ たわけですね。 ｢認め られな

かった｣ ではな く て 、 ｢明 ら かな異常所見を指摘されなかっ た｣ です。

○水上委員

そ う です。 されていないのです。

○楠田委員

されなかっ た と い う こ と です。 だか ら ｢認めない｣ ではな く て ｢指摘 されていなかっ た｣

と 、 そ う い う こ と ですね。 産科の先生の立場か らすれば。

○鈴木委員

それはプロ スペク テ ィ ブな見方であっ て 、 レ ト ロ スペク テ ィ ブに見れば、 指摘があっ た

か ど う かではな く 、 客観的な事実 と して異常所見を疑える よ う な所見があっ たか ど う かを 、

こ こ は書 く べき で し ょ う 。 レ ト ロ スペク テ ィ ブな考察を しない と いけない と こ ろですよね。

○水上委員

では、 ｢それを推定する よ う な異常所見がなかっ た｣ と い う こ と です。

○岡井委員長

｢脳性まひの原因 と推定される異常所見はなかっ た｣ と 、 それでいいですね

○水上委員

はいo

○隈本委員

私も それでいいのではないかと思います。

○岡井委員長

それでいいですか。 では 、 そ う い う ふ う に書き ま し ょ う 。 あ り が と う ご ざいま した。

では 、 次に行き たいのですが…… 。 あ り ますか。 ど う ぞ。
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○松田委員

脳性まひの発症の原因 と い う のは 、 産科以外の先生に も誤解されている わけで して 、 そ

れが 、 こ の大き なテーマに毎回毎回なっ て く る と 思いますので、 現時点で脳性まひの原因

と してはっ き り してい る のは これですよ 、 と い う のを最初に提示 してお く のは ど う なので

し ょ う か。 今の段階では 、 原因 と してはア ンテネータルはこれこれ、 イ ン ト ラパルタ ム も

これこれ と い う 感 じの文に してお く と い う のでは。

○岡井委員長

まだ不明な部分がある と い う こ と ですね。

○松田委員

はい。 それが最初にイ ン ト ロ であ る と 一般の人がわか り やすい と思います。

○岡井委員長

最後に参考資料と してつけて もいいかも しれませんね。

○松田委員

はい。 そ う い う 感 じです。

○岡井委員長

だれ力整理したいい も のをつ く ら ない と いけませんが。 松 田先生にお願い していいです

か。

○石渡委員

今、 関西医大の杉本先生のがあ り ます。 大分古い論文ですが。 脳性まひの原因 と して考

え られる よ う な例えば脳血管障害です と か、 分娩時低酸素血症です と か。

○水上委員

外国にも あ り ます。

○岡井委員長

相当古 く ないですか。

○池ノ 上委員長代理

それはセ ッ ト した も のを今 、 ぴ しっ と 出すのは少 し難 しいのではないですかね。

○岡井委員長

不明の ものが大分ある のですよ 。

○池ノ 上委員長代理

それに合 う か合わないかだけで判断してい く と ……。
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○岡井委員長

だか ら 、 例えば出生前と い う か、 分娩開始前に原因があ る もの と 分娩中に原因があ る も

の と 出生直後か ら の こ と に原因があ る も の と があ る ぐ ら いで、 それに代表的な も のを少 し

入れる程度の も ので し ょ う ね。

○板橋委員

そ う い う 原因のパーセ ンテージは時代 と と も にまた変わ り 得ますよね。

○池ノ 上委員長代理

その症例にイ ンク ルージ ョ ンする のは ど う い う 人か と い う と こ ろで、 あ る程度、 その作

業は されている わけです。 例えば 2 8 週未満と か未熟性を除 く と か、 子宮内感染です と か、

強度の I U G R と か、 出生後の新生児の敗血症ですと か、 そ う い う のはあ る程度は除外 さ

れている わけです。 そ して 、 純粋に分娩中のイベン ト が 、 その後の脳障害にかかわる か と

い う と こ ろ に焦点を合わせる よ う な患者 さ んのセ レク シ ョ ンが現時点では されている わけ

ですか ら 、 やは り そ こ をき ちん と しなが ら 、 あ と は原因分析委員会でいろいろな 、 板橋先

生が言われた よ う なア ップツーデー ト なス タディ ーを も と る こ しなが ら 、 それを判定 してい

く と い う 作業を しません と 、 最初か らセ ッ ト した ク ラ イ テ リ アはなかなか難しいのではな

いで し ょ う か。 かえっ て混乱する のではないかと思いますが。

○鈴木委員

こ こ は第 1 パ ラ グラ フ と 第 2 パラ グラ フで、 母体 と 胎児の通常異常所見が出 る よ う な場

合を念頭に置いて、 その所見はない と いっ て 、 結論 と して第 3 パラ グラ フで異常はない と

結論づけた と いいますか、 要する に異常所見は認め られなかっ た と 言っ ていますので、 今

おっ しゃ る よ う な異常の例示は既に こ こ で出ている のではないで し ょ う か。 第 1 パ ラ グラ

フ 、 第 2 パ ラ グラ フで。

○岡井委員長

異常の例示でも 、 これも一部です。 書き 出す と も っ と あ る で し ょ う か ら 、 全部-々 、 毎

回毎回 、 それを全部書 く のか と い う 話にな り ますので。

○池ノ 上委員長代理

だから 、 今 、 松 田先生の提案の一種の表みたいな、 リ ス ト みたいな も のは、 原因分析委

員会の皆 さ んが持っていればいいこ と で して 、 それをその都度その都度、 重みづけは ど う

だこ う だ と い う のは、 それはケースバイ ケースで変わっ てき ますので、 表に出す必要はな

い と思 う のです。 原因分析委員会の皆 さ んの コ ンセ ンサス と して 、 あ る程度の整理を して
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お く と い う こ と です。 それを参考に しなが ら 、 い ろいろな論文その他を当た り なが ら分析

してい く こ と “こな る ので、 表に出すよ う な も のではな く ていいのではないで し ょ う か。

○岡井委員長

それはそ う なのですが 、 松田先生が言われたのは 、 こ う い う 文章になっ て 、 原因 と 推定

される異常所見はなかっ た と なれば、 それは一体何なのか と い う こ と が報告を受ける一般

の人にはわか ら ないので、 わかっ ておいて も ら っ たほ う がいいだろ う と い う こ と で し ょ う 。

だか ら 、 こ の間か ら 出ています表現が難 しい と か、 医学用語がわか ら ない と 報告を受け る

人に理解 して も ら えない と い う こ と で、 内容に関 して も異常所見 と い う こ と で具体的には

何の こ と を言っ ている のだろ う ? と い う こ と でわか ら ないのでは、 言葉だけ 、 新 し く な

っ て も 、 中身がつかめないのではま た報告書と して ど う かな と い う 話になる のです。

○池ノ 上委員長代理

そ う な る と 、 物すご く 膨大な記述になってき ますよ 。

○宮澤委員

どこ までが考える 際に必要なのか と い う こ と だ と思 う のです。 異常所見 と い う こ と で、

ど こ が異常なのかは、 例えば異常数値は ど こ か ら ど こ ま でが異常数値で と か、 そ う い う と

こ ろま でや り ます と 、 ほ と ん ど教科書的な内容になっ て しまいますので、 む しろ教科書的

な も のを読んでも 、 当該事例について必要なのか と い う と 、 そ こ ま でではないのではない

か と 思います。 ですか ら 、 異常があ る かないか、 異常所見が認め られる か、 認め られない

か と い う 比較的 さ ら っ と した形のほ う が 、 読む側に と っ ては ど こ を注意 して読むのかがわ

かっ て 、 私はそれはそれでいいと思っ ています。 あま り 詳 し く や り 過ぎて も 、 少 し教科書

的で、 かえっ てわか り に く く な る かな と 思います。

○水上委員

例えば具体的な例を挙げれば、 我々 が求め られてい る妊婦健診で、 普通、 こ う い う 俎上

に上っ て く る も のは 、 妊娠高血圧症候群 と か、 子宮内胎児発育不全、 例えばN S T なんか

をたまたまやっ た場合の胎盤機能不全、 こ の 3 つです。

○竹村委員

それが 、 こ こ にはなかっ た と 書いてあ る わけです。

○水上委員

だから 、 これで異常所見がなかっ た と 書けば……。

○竹村委員
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いや、 だか ら 、 なかっ たから 、 分娩中の異常に違いない と い う 読み方ができ る と こ ろに

問題は僕はあ る と 思います。

○水上委員

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

ただ、 先生、 ア ノ マ リ ーが見落 と された と か、 そ う い う も のまで含む と 際限な く 広がっ

てい く わけです。

○水上委員

そ う です。 だか ら 、 それだけについて 、 こ の異常所見はなかっ た と して 、 だけれ ど も 、

脳性まひの原因 と な る異常所見はなかっ た と 言っ て しまいます と 問題で して 、 何について

異常はなかっ た と い う ふ う に と どめればいいわけです。

○徳永委員

これは、 脳性まひの子供が出てき た と き に 、 その事例の一つのモデル案をつ く っている

わけで し ょ う 。 ですか ら 、 あま り がん じが ら めに されて しまいます と 、 出て き た事例につ

いて 、 奥にあ る も のまで全部ひっ く り 返 しなが らつ く ら なければいけない と い う 内容にな

っ てき ますので、 今言われている よ 効こ ｢妊娠中には脳性まひの原因にな る よ う な原因は

見つか ら なかった ｣ と い う 内容で、 一般の人が見て も わかる よ う な ｢妊娠中には 、 そ う い

う 所見は無かっ た｣ と い う 内容でいいかな と い う 感 じが します。

○岡井委員長

これから多 く の事例で、 妊娠中には、 皆 さ んに ご理解いただいたよ う に 、 まだ不明な と

こ ろ も あっ て 、 検査 して も わか ら ない よ う な原因が隠れている場合も あ り ますが 、 少な く

と も 、 こ の事例で一般的な妊婦健診をやっ て推定される よ う な異常所見はなかっ た と 。 そ

う い う 事例がいっ ぱい これか ら 出てき ますので、 そ の と き に 、 そ こ の部分を ど う 表現する

かは考え させていただいて、表現の仕方は今度も う 一回 、提示 して議論 していただき ます。

それで終わ り に します。

それか ら 、 原因についての リ ス ト をつ く る のは一応やめておき ま し ょ う 。 私たちは持っ

ていて もいいですが、 それはそれでいい と しま して 、 そ こ の と こ ろは う ま く 患者 さ んの ご

家族に報告書を読んだ と き に伝わる よ う な う まい表現を考えて 、 そ こ はそのま ますべて適

用でき る よ う な形を考えて提示 させていただき ます。 それでよ ろ しいですか。

○隈本委員
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一つだけ提案させていただければ乙思います。 これは 1 パラ グラ フ 目 で÷÷今、 報告書

本文の 7 ページを見ています。 1 ) で 、 1 パラ グラ フ 割こ も 、 脳性まひの原因 と な る も の

は認め られない、 と い う 文章があ り 、 1 5 行 目 の と こ ろに も あ り ます。 これは胎児 と母体

を分けている わけですね。

○岡井委員長

そ う です。 上は母体の こ と を言っ ています。

○隈本委員

それで、 例えばこ の書き方の一つの例なのですが、 こ う い う と こ ろで定期的な健診では

異常はなかっ た 、 胎児の何 と かは異常はなかった 、 そ して 、 ゆえに分娩前には原因があっ

た と は考え られない と 。 つま り 事実を書 く 部分 と 、 それに対する原因分析委員会の判断を

書 く 部分をちゃん と 分けた らいいのではないですか。 例えば、 こ の 1 ) の 中に 、 こ う い う

事実 と こ う い う 事実 と こ う い う 事実があ り ま した と 。 本当 にそれこ そ 、 も し素人にわか り

やす く する のだった ら 、 矢印を して 、 ゆ えに原因分析委員会 と しては、 こ こ には異常がな

かっ た と 今考えています と 。 最終的に全部を見て、 前 と 中 と 後で、 ど こ に原因があったか

は最終的に判断 してか ら 、 これは書 く のですよね。 と い う こ と は 、 前には異常がなかっ た

と い う 判断は こ の時点でついていま して 、 原因分析委員会が知れるデータ 、 わかる範囲で、

こ こ は前にはなかっ た と い う 判断であれば、 こ こ で事実を書いた後、 矢印を して 、 原因分

析委員会 と しては 、 分娩前に母体と 胎児に異常はなかっ た と思います と 。 そ う い う ふ う に

整理 した ら ど う で し ょ う か。

○岡井委員長

それが 、 なかっ た と は言えないのです。 所見がな く て も ……

○隈本委員

も ち ろん、 所見がな く て も言えないこ と はその と お り なのですが……。

○岡井委員長

だから 、 その所見がなかった と 書 く しかない と い う こ と ですが。

○隈本委員

私の意見も 同 じなのです。 つま り 、 物すごい検査を しなかっ たわけで して 、 普通の検査

を しただけではわか ら ないこ と も あ る で し ょ う と 。 しか し 、 原因分析委員会 と しては、 す

べてのデータ を見て 、 こ の脳性まひの発生は起き たわけですか ら 、 それの原因は 、 ど う も

分娩中にあっ たであろ う と い う 判断を最終的に下 した後、 書 く 文章ですか ら 、 その前は、
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多分、 違 う よねと思っ たわけですよね。 原因分析委員会 と しては。 そ う した ら 、 そ う い う

ふ 効こ素直に書いた らいいのではないか と 。 つま り 、 事実は 、 こ う い う マイ ナス 、 マイ ナ

ス 、 マイ ナスで した と 。 分娩前には 、 これが原因ではなかっ た と思 う と い う こ と を 、 結論

と して例えばゴシッ ク 体にする と か、 矢印を引いて書 く と か しては ど う で し ょ う か。

○岡井委員長

こ こ の書き方 と しては 、 これでいいか ど う かも議論があ る かも しれませんが 、 分娩前の

胎児の状態について と 。 頭に ｢脳性まひ発症の原因｣ と あ り ますか ら 、 その原因 と 関連す

る よ う な こ と で状態を分析 しま した ら 、 所見は認め られなかっ た と い う 話になっ ていま し

て 、 一番最後に 、 ま と めがあっ て 、 こ こ で後の分娩の と き の経過も全部、 考えて 、 低酸素

虚血性脳症と い う 話に持っ ていっ ている わけです。

○隈本委員

そ う ですね。 だか ら 、 今、 一つ一つの文章で、 これがなかっ たのだか ら違 う 、 こ れがな

かっ たのだか ら違 う と か、 いい と か、 悪い と か、 そ こ を 1 つの文章で書 く と 、 そ こ ま でわ

かる のか と か、 こ のデータ に異常がな く て も 、 本当 は原因が隠されていたかも しれない と

か、 深読みを して しま う わけです。 そ う ではな く て 、 調べたこ 割ま こ う であ る 、 調べた こ

と は こ う であ る と い う こ と で、 では、 分娩前については関係がない と思います と 。 そ う い

う 整理の仕方を した ら ど う か と思いますが。 あ るいは 、 も う 全然途中経過の と こ ろでは、

いろいろな判断をせずに、 最終的に これはこ う だか ら 、 一番可能性がある のは、 こ の 1 0

個の可能性の う ちの 1 個 、 これです、 と い う ふ う に書 く と かがある で し ょ う 。 今 、 先生方

が引 っかかっ てい ら っ しゃ る のは、 おそ ら く 最初の 3 行 目 で、 も う 脳性まひの原因 と は考

え られる よ う なデータ がない と判断 している こ と ですよね。

○岡井委員長

母体の所見はない と い う こ と ですね。 あ と は月台児の所見がない と い う こ と ですれ

0隈本委員

ない と 言っ て しま う と 、 調べ られなかっ ただけではないか と い う 意見が出 る と しますな

ら ば、 あ っ た事実だけを書いて、 ど こ かにま と めて 、 だか ら分娩前には大丈夫で した と い

う ふ う に結論を書 く よ う な形式に した らいいのでは と思いま した。

○岡井委員長

こ の こ と だけに時間を取っ ている ので、 今の隈本先生の ご意見も も ち ろん考え させてい

ただいて、 こ こ の と こ ろの書き方は も う 一回整理 して 、 提案しますので、 その提案に基づ
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いて議論 していただき ます。 では次に行き ます。 こ の項 目 はペンディ ングです。

次は 、 ｢分娩前の胎児の状態について｣ です。 ク リ ステ レル と 吸引分娩併用の時点で、 胎

児が低酸素脳症に陥っ ている 可能性が高い と い う 、 実際に押 し出すぞ と いっ た時点で低酸

素脳症になっ ていた可能性が高い と い う 記述に対 しての意見が 、 ｢羊水が緑色に混濁 して

いた こ と か ら 、 … …慢性の低酸素状態があっ た可能性があ る 。 ｣ と 。 も っ と 前か ら あっ た と

い う こ と ですか。

○板橋委員

これは僕の意見です。 緑色の羊水 と い う だけなので記述が少 し浅いので、 実際に羊水混

濁 と い う 表現を して も 、 かな り 人に よ っ て幅があ り ます。 も し我々新生児料医がイ メ ージ

してい る状態であれば、 いわゆる グ リ ーンピースのスープみたいなイ メ ージ、 緑色 と い う

そ う い う イ メ ージなのですね。 そ う する と 、 やは り 急性 と い う よ り は、 も っ と潜在的に低

酸素状態が来ている可能性はないのか と い う こ と です。

これは後の こ と し こ も つなが り ますが 、 も し新生児がへそ と か、 爪 と か、 そ う いった と こ

ろが汚染 していれば、 それをサポー トする よ う な所見ではないかと思いますが。 も ち ろん

羊水混濁は通常のお産でも認め られる のはわか り ますが 、 結果的に こ う い う ふ う になっ た

と き に 、 そ う い う 可能性は捨てきれない と思っ たわけです。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいます。 今の よ う な ご意見が実際の事例が出てき た と き に 、 真剣に議論

は大いにやるべき話だろ う と 思 う のですが、 これはこれでま た 、 その と き のハー ト レー ト

パターンも見ていかない と いけない し、 総合的に判断しない と いけない と思 う のです。 表

現 と して 、 こ こ では最後の最後、 吸引だけで出ないでク リ ステ レル (押す) と い う の も併

用 してやっ たその と き には、 も う 低酸素状態になっ ていた と い う のだから 、 相 当前か らか、

どの時点か ら か と は書いてはいないのですが、 こ の中には、 先生が こ う ではないか と推定

される よ う な こ と も含まれていますので、 これだっ た らいいかな と思います。 慢性 と い う

のは、 も っ と はっ き り した 、 も う 少 しほかの と こ ろ に も徴候が出ていれば、 そ う い う ふ う

に書いて もいい と 思いますが。

○板橋委員

そ う ですね。

○岡井委員長

これはそ う い う こ と で よ ろ しいですか。
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次は ｢ 4 時 5 7 分ま で｣ と 時間を言われて も頭に入っ ていませんね。

○上田理事

先生、 分娩経過が資料 1 一 刻こあ り ます。

○岡井委員長

表が出てい る のですね。 これですね。 だか ら 、 報告書の 中に 、 こ こ ま ではいいのだよ と

い う こ と ですね。

○上田理事

はい。 いろいろな記載があ り ますが 、 こ こ までは正常である と の説明 と なっ ています。

○岡井委員長

正常 と は言えないのですが、 またハー ト レー トパタ ーンか ら判断する こ と は難 しい こ と

は難 しいのですが 、 と て も状態が悪 く て 、 大急ぎで急速遂娩 と い う こ と にはな り ません と 。

こ れは一つは、 バ リ ア ビ リ テ ィ ーが全然…… 。

○池ノ 上委員長代理

これは仮想ですよね。 実際にあっ たケースではないのですが、 分娩監視装置の記録はな

いのですね、 これは。

○岡井委員長

ないで し ょ う 。

○池ノ 上委員長代理

ない と い う 前提ですね。 これは 3 時 4 5 分では基線 1 5 0 で、 最低値 7 5 まで下がっ て

7 0 秒 と い う こ と で し ょ う 。 こ れは重症変動一過性徐脈と い う こ と で……。

○岡井委員長

高度変動一過性徐脈ですね。

○池ノ 上委員長代理

ええ。 それに入る ので、 こ の時点で緊急事態に入っ ています。 これでも う オールス タ ン

バイ の状態に入るべき であ る と い う のは常識だと思います。 これで 4 時 5 7 分で正常 と い

う のはち ょ っ と おか しいですね。

○岡井委員長

正常 と は言えません。

○竹村委員

でも 、 その後に回復 している のですね。
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○池ノ 上委員長代理

いや、 なぜこれを異常 と してス タ ンバイ しない と いけないか と い う と 、 これは臍帯圧迫

が起こ っ ている のですよ 。 その臍帯圧迫は、 いっ戻 ら ない臍帯圧迫になる か ど う かがわか

ら ないか ら 、 ス タ ンバイ しな さい と い う こ と です。 胎児が追い込まれている わけではない

です。 そ こ はやは り みんなで勉強 しなが らいかない と いけない と い う こ と なので、 分娩監

視装置記録を しっ か り 見なが らやっ ていけば、 これは 4 時 5 7 分前ま での段階で正常に-

見見えるだけであっ て 、 リ ス キーな状態は回復 していない と 見るべき だろ う と思います。

○石渡委員

先生、 重度 と軽度の線なのですが、 8 0 と い う のは入る のですか。 7 9 以下ですか。

○池ノ 上委員長代理

そ う 言い始めた らわか り ません。 先生、 8 0 と いっ た ら 、 も う びっ く り する ほ どの徐脈

です。 こ っ ちの心臓が と ま り そ う な ぐ らいですよ 。

○岡井委員長

7 0 か ら 8 0 の間で 6 0 秒以上が高度になる のですね。 7 0 以下だ と 3 0 秒以上で高度

と な る と 。 何かそ う い う ふ う に決めたのです。

○竹村委員

5 0 か ら 6 0 秒 と 書いてあ り ますね。 非常に紛 ら わ しいですね。

○岡井委員長

ま あ 、 どっ ちに して も 、 これは正常 と はやは り 言えないです。 心拍数パターンが 、 今の

基準だ と 4 にな り ますので、 急速遂娩の準備は しま し よ う と い う 話にな る のですね。

○池ノ 上委員長代理

そ う です。 ス タ ンバイ します。 そ して 、 さ っ き先生が言われた よ う に 、 ベース ライ ンが

上っ ていった り と かする わけです。

○岡井委員長

バ リ ア ビ リ テ ィ ーが書いていないので 、 ち ょ っ と これは問題があ り ます。 こ の仮想事例

をつ く っ た側に も 。

○水上委員

その前のほ う の仮想事例の経過の と こ ろ に 、 心拍数パタ ーンや分監装置の こ と に関 して 、

4 つの因子をすべて書かない と だめですね。 でない と判断でき ません。

○岡井委員長
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基線再変動を一番重視 し よ う と 最近はなっ ていますか ら 。

○水上委員

再変動 と ア ク セ レーシ ョ ンをですね。

○岡井委員長

と にか く 、 これは仮想事例ですか ら 、 いずれに して も 、 こ う い う パタ ーンがあ る と き に

は、 やは り パ ターン と しては異常なのです。 異常ですけれど も 、 今す ぐ出せ と い う 異常で

はない と 、 そ う い う 判断を書いていき ま して 、 -旦よ く なった よ う に見えま した と 。 で も 、

池ノ 上先生が言われた よ う に 、 こ う い う のは-旦よ く なっ た よ う に見えたか ら と いって安

心 してはいけないのですよ 。 ま た異常パタ ーンが出現する のです。 現実にま た出て る わけ

ですよね。 その と き は、 前の よ り も また重度なパタ ーンになっ た と い う 想定です。

だか ら 、 こ こ は正常である と い う 説明 よ り も 、 そ こ までの経過を も う 少 し詳 し く 、 こ の

段階では 、 こ のパターンでは正常ではあ り ませんが 、 急速遂娩をすぐやる と い う パタ ーン

ではない と か、 そ う い う 書き方をき ちん と していき ま し ょ う 。

○池ノ 上委員長代理

そ う です。だか ら 、 心拍パタ ーンの解釈に関 しては 、 胎児の状態はそんなに追い込まれ

ていない と い う こ と ですね。

○鈴木委員

こ こ はつま り 、 胎児の低酸素状態がいっ始ま っ て 、 いつ不可逆的になっ たのかを特定す

る場面だと思 う のですね。

○岡井委員長

それは物すご く 難 しいです。

○鈴木委員

だから 、 わか ら ないので した ら 、 わか ら ない と 書 く と い う こ と です。 ですか ら 、 こ こで

書 く べき は 、 急速遂分娩をすべきか ど う かではな く て 、 胎児の状態 と して 、 最終結論は分

娩の際の胎児の低酸素症が原因の脳性まひだと言っ ている わけですか ら 、 それがいつから

始ま っ て 、 いつ不可逆的になっ たのかをわかる 限 り で書き 、 わか ら なければわか ら ない と

書 く こ と が大事だと思 う のです。

○岡井委員長

だか ら 、 特定 と い う と難しいですが 、 こ の辺のあた り か ら こ の辺のあた り と 、 そ う い う

幅を持たせた書き方は私はでき る と 思います。
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○鈴木委員

そ う です。 その意味で、 こ こ に書いてあ り ます 4 時 5 7 分正常、 5 時 1 0 分、 まだ判断

でき ない 、 5 時半ごろが可能性が高い と い う 書き方は、 今の ご意見ですと全面的に書き直

し と い う こ と 々 こな る わけですね。

○池ノ 上委員長代理

今、 先生がおっ しゃ る 、 ど こで低酸素状態に胎児が落ち込んだかは、 こ の変動一過性徐

脈で、 かつ基線細変動がき ちん と あ る段階では低酸素になっ ていないかも しれません。

○岡井委員長

ええ 、 なっ ていない可能性があ り ますね。

○池ノ 上委員長代理

ただ、 今後 、 低酸素に突然追い込む環境は じわ じわ と追っている と い う と こ ろはあ り ま

す。

○鈴木委員

その所見の一つに 、 つま り 安心でき ない所見の一つに 、 羊水混濁も入る と い う こ と です

ね。

○池ノ 上委員長代理

う ーん、 そ こ は非常に難 しいのですが。 先ほ ど板橋先生が言われたよ う なグ リ ーンの も

のであればこ う で し ょ う が 、 も し起 こ る と すれば、 濃い どろ どろの羊水混濁が今までなか

っ た も のが出てき ます。

○水上委員

書いてあ り ます。 羊水混濁の解釈については、 胎児心拍パターンに異常が認め られた と

き の羊水混濁については注意 しなければな ら ない と い う こ と ですね。 だか ら 、 胎児心拍パ

ターンに異常がない羊水混濁に関 しては病的意味がない と い う こ と です。

○池ノ 上委員長代理

こ う い う 変動一過性徐脈が出てき ている と い う こ と は、 こ こ では物すごい迷走反射が起

こ っ ていますか ら 、 肛門が開 く 可能性がある のですね。 だけれ ど も 、 それは必ず し も胎児

は低酸素ではないのです。 一過性の反射なのです。 だか ら と いっ て 、 胎児が追い込まれて、

脳に障害が起 こ る ほ どの低酸素が起こ っ ている わけであ り ません。 ただ、 それが持続的に

続 く よ う になってき ます と 、 その持続時間に よ って胎児の状態が悪 く な り ますので 、 本当

に悪く なっ た と すれば、 こ の後にも う 戻 ら ない よ う なのが続 く と い う こ と があ る わけです
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ね。 ですか ら 、 先生がおっ しゃ る よ う な 、 ど こ で低酸素の環境に曝露されたかは少な く と

も こ こ ではあ り ません。 胎児はよ く 耐えています。 だけれども 、 耐え させておいていいの

か と い う 問題はまた別問題です。 そ う い う こ と だ ら思います。

○鈴木委員

そ こ をわか り やす く 書いていただ く と い う こ と で し ょ う ね。

○岡井委員長

特定はでき ないま でに して も 、 あ る程度幅を持たせて 、 こ の こ ろか ら こ の こ ろの間 ぐ ら

いに起こ っ た可能性が高い と か、 そ う い う 記述は必要だ と い う 解釈でいいですよね。

○池ノ 上委員長代理

これで言 う と 、 分娩監視装置の記録が非常に大事になっ て く る と思います。

○岡井委員長

その症例の心拍数のパタ ーンを見てですね。 それでも 、 委員の先生方の意見はまた違っ

て 、 こ の こ ろが低酸素ではないか と か、 こ の こ ろ に起こ り 始めたのではないか と 、 い ろい

ろ意見がある で し ょ う 。 それはそれで、 その場で議論 して意見が分かれた ら 、 意見が分か

れた と い う こ と も あわせて記載する と い う こ と でいいわけですね。

○水上委員

あ と 重要な点は、 先ほ ど鈴木委員が言われたのですが、 いつごろ低酸素が起こ ったか ど

う かは僕 ら は測定 していないか ら言えないのですよね。 だか ら 、 いっの時点で我々 は急速

遂娩の決断をすべき であっ たか と い う こ と のほ う が実践的ですよね。 低酸素があっ たかど

う かは分娩監視モニタ ーではすご く わか ら ない こ と ですが 、 だけれ ど も 、 衆 目 の一致する

と こ ろは 、 基線再変動がな く な っ て 、 徐脈が繰 り 返 し出ていれば、 そ う いっ た こ と があ る

だろ う と みんな考えて 、 それはコ ンセンサスが得られていますが。

○岡井委員長

だか ら 、 医学的評価の と こ ろ を書 く と き に 、 パターンか ら 、 本来、 こ う 解釈 しま し ょ う

と い う 今出てい る ガイ ド ラ イ ンな り 、 学会が出 している指針から見て 、 こ の時点では、 こ

う い う 対処をすべきだっ た と か、 そ う い う のは書いて もいいで し ょ う 。 ただ、 本当 に低酸

素はいつか ら と か、 その辺は難 しいので、 あ る程度推定される こ の時期だろ う と い う よ う

な こ と を幅を持っ て書いてい く と い う こ と でいいわけですよね。

○水上委員

はい。
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○岡井委員長

では、 こ こ は よ く て 、 次の節のま と めの と こ ろの書き方に 、 時期 と原因について記述す

る必要がある と い う こ と ですが、 これは鈴木委員ですか。

○鈴木委員

ええ。 今言っ た よ う な こ と です。

○岡井委員長

はい。 その原因 も 、 これも推定に過ぎない こ と が多い と思いますが 、 臍帯の圧迫の可能

性が高い と か、 そ う い う こ と も書いたほ う がいいで し ょ う ね。 ただ低酸素酸血症 と か と い

う だけではな く てですね。 それを起こ したも う 一つ前に何があったかは推定される範囲で

書 く と い う こ と ですね。

○鈴木委員

ただ、 遅発性ではな く て 、 変動性だか ら 、 臍帯が原因だ と い う 感 じですね。

○池ノ 上委員長代理

そ う です。 そ して 、 回復がいいか ら 、 必ず し も脳障害が同時進行する わけではない と い

う こ と です。 遅発一過性徐脈が こ う やっ てき た ら 、 ま た話は別だと思います。 ですか ら 、

パターンの読み方に よ っ て全然ス ト ー リ ーが変わっ てき ます。

○岡井委員長

では、 次に ご意見があっ たのが 、 ｢臨床経過に関する 医学的評価｣ の 3 ) の ｢入院後の経

過について｣ の と こ ろで、 心拍数聴取に関する評価は不要 と い う 意見をいただいています

が 、 これは よ ろ しかっ た ら 、 こ の意見を ご指摘いただいた方か ら説明 していただけますか。

水上先生ですか。

○水上委員

ど こ の こ と を言っ ている のですか。

○上田理事

資料 1 - 4 の 4 の ｢臨床経過に関する 医学的評価｣ の 中の 3 ) です。 ｢入院後の経過につ

いて｣ です。 本文は 1 0 ページです。

○水上委員

こ こ は例えば胎児心拍数の聴診に関 して 、 WHOではこ う 言っ ている 、 N e wエ ッセ ン

シャル産科学ではこ う 言っ ている と い う のは……。

○岡井委員長
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ガイ ドライ ンには出ていない と い う こ と ですか。

○水上委員

そ う です。 みんながそれを認めたわけではない と い う こ と で、 こ こ に入れる のは不適切

ではないだろ う か と い う 意味です。 だか ら 、 これか ら は、 こ う いっ た も のをつ く っ ていか

な く てはいけない と 思いますが 、 みんなが認めたわけではない と い う こ と です。 それは検

査 と い う のは何でも 、 多ければ多いほ どいいに決ま っ ています。

○岡井委員長

これは医学的評価だから 、 場合に よ っ ては、 まだ異論も あ るぞ と い う 話ですが、 後か ら

の話で、 医療を向上 させるための意見 と しては入っ て もいいのですか。

○水上委員

そ う ですね。 別の と こ ろに入る と い う 可能性はあ る と思います。 あま り にひどい 、 例え

ば全然、 何時間 も見ていない と か、 そ う いっ たも のに対しては、 そ う い う こ と を言っ て も

いいですが、 例えば、 ほ と ん ど陣痛が弱い患者さ んにも何分置き にや ら な く てはいけない

と い う こ と ではないで し ょ う 。

○岡井委員長

改善事項に入れて 、 医学評価には入れない と い う こ と ですね。 医学評価に関 しては、 相

当エ ビデンスがあっ て 、 多数の人が支持する意見でなければ、 医学評価の中には入れない

ほ う がいい と い う こ と にな り ますね。 ま あ 、 これは僕は、 相 当多数の人の意見だと思いま

すが、 少な く と もガイ ド ラ イ ンにはま だこれは書かれていません。

○池ノ 上委員長代理

先生、 これは入院後で し ょ う 。 こ の表でい く と 、 ど こ ら辺の こ と ですか。

○岡井委員長

つけていない時期があったので し ょ う 。

○上 田理事

そ う です。

○池ノ 上委員長代理

そのつけていない時期を ど こかでやっ たわけで し ょ う 。

○岡井委員長

3 0 分以上、 間があいている のです。

○池ノ 上委員長代理
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それは ど こ ですか。

○上田理事

1 時 3 0 分か ら 3 時ま での 9 0 分間はないですね。

○水上委員

1 0 月 7 日 ですか。

○上田理事

経過表の 2 枚 目 と 3 枚 目 です。 7 日 の 1 時 3 0 分か ら 3 時ま ではないです。

○池ノ 上委員長代理

入院時は何か していないのですね。

○水上委員

していますよ 。

○岡井委員長

入院時のモニター、 分監では異常がないのですか。

○水上委員

異常はないのです。 あ と 、 ド ッ プラーで見ている のですが、 こ の ド ッ プラーの記載も 、

例えば 1 3 0 と してい る のですが、 分監では正常、 正常 と 書いていて 、 ド ッ プラーは脈拍

数だけが書いてある のは変ですよね。 こ の リ ス ト です。

○岡井委員長

だか ら 、 これはいいですよ 。 要する に ド ッ プラーは こ う と しか、 カルテに書かないで し

ょ う 。 ハー ト レー ト モニ タ リ ングの記録はあ る わけで、 バ リ ア ビ リ テ ィ ーがある のか、 ア

ク セ レーシ ョ ンがあ る のか、 そ う い う こ と を全部書かなければいけないで し ょ う 。 だか ら 、

それはいいですよ 。

そ う する と 、 結論はいいですか。 今、 3 0 分ご と に見る と い う 意見が多いですが 、 一部

には、 まだ反対する人もいる と い う こ と で、 そ う い う こ と は書 く な と い う こ と ですが。

○岡本委員

助産所と か、 院内助産で も 、 結構、 自 然でいっ て 、 フ リ ース タ イ ル と かになれば、 分娩

監視装置をつけていない こ と が結構あ り ますので、 どれ ぐ らいの頻度で聴取すべきか と い

う 部分は、 ど こ かで残 しておいて も らいたい と思います。

○岡井委員長

はい。 それはだか ら 、 医療向上に向けての改善事項に書 く と い う こ と です。
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○池ノ 上委員長代理

参考資料と か何かではつけておけばいいのではないですか。

○岡本委員

そ う ですね。 何かにあれば。

○池ノ 上委員長代理

も し こ う い う こ と が問題になっ た と き にはですね。 今後 、 問題になる可能性があ り ます

か らね。

○水上委員

これはルールを決めて、 みんなに 、 これで ど う か と い う こ と をや ら な く てはいけないの

ですね

○池ノ 上委員長代理

今ま であるデータ では、 やは り 分娩第 1 期 1 5 分、 分娩第 2 期 5 分ですよね。

○岡井委員長

いや、 それは、 こ う やってやっ た ら よ かっ た と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長代理

僕 らが信頼でき るデータ と してはそれしかないわけですよ 。 今は。

○岡井委員長

でも 、 3 0 分 した ら悪 く な る と い う こ と ではないのですよ 。

○水上委員

分娩開始の定義を 日 本の 日 産婦の定義 どお り にやった ら 、 分娩第 1 期は大体どの ぐ らい

の時間にな る と思いますか。 おそ ら く 物すご く 長 く な る と思いますよ 。 陣痛開始も あ り ま

す し。 そ う した ら 、 ほ と ん ど偽陣痛みたいな も の も入っ て 、 分監をつけていた ら 、 1 時間

に 7 回 ぐ らいあっ た ら 、 それも 陣痛……。

○池ノ 上委員長代理

いや、 分監をつけていればいいのですよ 。 しな く て も 。 だか ら 、 そ う い う と き の使い分

けを しなければいけないわけですよ 。

○岡井委員長

ち ょ っ と話が別のほ う に行っ ていますので、 ま た後で 、 その議論は しま し よ う 。

○上田理事

先生、 家族か ら 、 こ の件についての質問があった こ と と 、 それか ら 、 WHOは、 分娩第1
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期では1 5~30分ご と に行 う こ と が一般的である こ と か ら 、 こ んな整理を しま したが 、 先生

方のその よ う な ご指摘であればその よ う " こ します。

○岡井委員長

これは本当 に決めな く てはいけないのですよ 。 私たち と しては、 どのス タ ンスで行 く か

と い う のは。 池ノ 上先生が言われた よ う に ~ 昔や られたデータ では、 分娩第 1 期 1 5 分、

第 2 期 5 分 と い う のであれば、 監視装置をつけな く て も 同 じ ぐ らいの成績を出せる と い う

のは出ている のですが 、 それよ り 長 く して 、 3 0 分に した ら ど う か と い う のはデータ が全

然ないのですが 、 3 0 分 ぐ らいでいいのではないか と い う のが一般的な現場での意見 と し

ては多いのですよね、 現実に。 ち なみに 、 う ち も分娩第 1 期でモニターをつけない と き は

3 0 分ご と でやっ ていますが。 それで問題はあま り あ り ません。 だか ら 、 そ こ を ど う する

かです。

○池ノ 上委員長代理

こ こ では 、 そ こ まで突っ込んではでき ません。 ただ、 参考資料か、 参考意見では 、 それ

は述べておかない と いけないのではないですかね。

○岡井委員長

そ う する と 、 も し こ こ に書 く と すれば、 こ こであいていたのは 1 時間半なのですね、 実

際には胎児心拍数をチェ ッ ク していない時間が。 その 1 時間半は少 し長過ぎる のですよ と

い う 書き方をする のかですね。

○池ノ 上委員長代理

日 本の一般的な施設で一般に行われている のは、 こ う い う こ と であ る と い う こ と をです

ね。

○岡井委員長

も う 少 し頻繁に見て く だ さ い と 。 その程度にする か と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長代理

それか、 再発防止かなんかでやる と い う こ と も あ り ますね。

○岡井委員長

岡本委員は、 む しろ助産師 さ んの立場か らすれば、 何分で聞 く と い う こ と を決めて も ら

っ たほ う が現場ではや り やすい と い う こ と ですか。

○岡本委員

と いいますか、 院内助産でも 、 今 、 ガイ ド ライ ンは も う でき て決ま っ てき ています し 、
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助産所は肋産所で決めています し 、 こ う い う 形で別のルールがあ り ます し と い う こ と で、

ば ら ば ら なわけです。 その辺の と こ ろの論議が ど こ かで要る のかな と思っ ています。

○池ノ 上委員長代理

これはむ しろ原因分析 と い う よ り も 、 再発防止の 中で、 ど う 検討する か と い う 問題だ と

思います。 今後の対応 と してですね。

○岡本委員

そ う ですね。 そ ち ら で も結構です。

○岡井委員長

医学評価の中では、 刻ま ど長い間、 何も しないで と 。 5 時間 も 6 時間 も診ていなかった

と すれば、 それはやは り 医学的評価でも 、 あま り し こ も長過ぎる と い う こ と ですが 、 今回の

1 時間半ぐ らいでは ど う か と い う のは難 しいですね。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 こ のケースでは、 入院時の分娩監鈷児装置を き ちん と 見て 、 異常な し と したのだ

から 、 あ と は ド ップラーで聞いていけばいい と い う こ と で し ょ う 。 普通の施設だっ た ら 、

3 0 分 ぐ らいで聞いていますよね と い う と こ ろで、 それが 1 時間で悪いか と い う 話になる

と 、 ま だわか ら ない と い う こ と ですね。

○水上委員

こ の人の分娩第 1 期を見た ら 、 2 7 時間 ぐ らいかかっ ています。 だか ら 、 おそ ら く は、

最初の 2 日 は寝ていますまね。 寝ている と こ ろに行っ て 、 3 0 分ご と に聞 く のです と 。 こ

れをやる のは、 本当 にいい結果につなが るか ど う かは学術的にはわか り ません。

○岡本委員

それは本当 にあ り ますので 、 だか ら 、 本人が起き ていて 、 陣痛が適度な も のが来ている

と い う 、 何か条件付き なのですよね。 弱 く なっ て寝ている と き に起こ してま では……。

○岡井委員長

それは陣痛が弱ま っ ていれば、 間は も ち ろんあかせて 、 少 し寝かせてあげま し ょ う か と 。

その間 、 分娩時間に入れないなんてい う や り 方も あ る と思いますが。 ま あ 、 細かいこ と を

言っ ていた ら切 り があ り ませんが。 ど う ぞ。

○木下委員

こ の文脈の中では 、 ｢ しか し｣ 以降は私は要 ら ない と 思います。

○岡井委員長
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ど こ のですか。

○木下委員

今の議論の と こ ろです。 1 0 ページ 目 のですね。 水上先生も 、 池ノ 上先生も言われる と

お り の こ と で 、 こ の と こ ろでは私は要 ら ない と 思います。 ガイ ドラ イ ンであれ何であれ、

-般的にはモニターを した と き に 、 ロ ー リ ス ク だ と 判断した ら 、 ド ッ プラー等で、 簡潔に

観察する こ と も あっ ていい と思います。 それは、 こ う い う こ と を推奨する と い う レベルで

はないか と 思います。 それはルール違反だ と い う ぐ らいの こ と に しかな ら ないので、 これ

は文脈 と しては 、 こ の こ と は全体の流れ と は関係ない と思います。

○宮澤委員

今、 木下委員がおっ しゃっ た よ う に 、 原因の分析ですか ら 、 原因の分析 と して 、 これを

書 く 必要があっ たのか と い う 観点か らい く と 、 それはないだろ う と思います。

○岡井委員長

も ち ろん原因の分析 と は今回は関係がないかも しれないのですが 、 医学評価の中に 、 分

娩の管理 と してあま り 一般的ではないこ と と か、 質が相当落ち る よ う な こ と があ っ た と き

は指摘 していこ う と い う 方針なのですよ 。

○宮澤委員

それはわかる のですが 、 再発防止な り 何な り の と こ ろで書いてい く と い う こ と はいい と

思 う のですが 、 こ こ で ｢必要があっ た｣ と い う よ う な書き方を して しま う と 、 ルールが幾

つかまだ混在 して確立 した も のがない と き に 、 非常に影響力の強い委員会で ｢必要があっ

た｣ と 言い切って しまいます と 、 それが独立のルールと して一人歩きする危険性が非常に

高いのではないかと思います。 そ こ は気をつけておいたほ う がいい と 私は思います。

○岡井委員長

わか り ま した。 それでは、 そ う い う こ と で、 こ こ の と こ ろはま た書き直 します。

その次が 、 ( 2 ) の ｢微弱陣痛に対する処置について｣ の ｢人工被膜を行っ た こ と につい

て｣ です。 原案では、 こ の人工破膜は妥当であ る と なっ ていますが 、 それでいいのか と い

う こ と で し ょ う ね。 その理由 と して 、 被膜時に羊水混濁が実際にあっ たではないか と い う

こ と と 、 それか ら萄瑚莫後に変動一過性徐脈が出現 した こ と 、 そ う い う こ と を考えて 、 ど う

なのか と い う こ と です。 も う 少 し詳 し く 、 こ の辺の こ と を書いて く だ さ い と い う 意味です

ね。 で も 、 それはち ょ っ と 書いてあっ た よ う な気が しま したが。

○水上委員
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書いてあ り ますよね。

○池ノ 上委員長代理

微弱陣痛 と診断された場合には、 云々 と あ り ますね。

○岡井委員長

こ の事例での状況についてはあま り 書いていないのですね。 一般的な話 しか書いてない

と い う こ と ですね。 異常がないこ と を確認 した後、 被膜を行わない と 羊水の こ と がわから

ないわけですが。

○水上委員

｢妥当であ る ｣ と い う 表現だけが問題ですね。 ｢問題はない｣ ですね。 ｢問題のない判断

であ る ｣ と か、 ｢問題はなかっ た と 考え られる ｣ と かですね。

○池ノ 上委員長代理

こ の と き は何センチですか。

○竹村委員

8 センチ、 9 セ ンチです。

○池ノ 上委員長代理

8 センチ、 9 センチですか。 それでは全然問題ないですね。

○岡井委員長

｢妥当 であ る ｣ と い う のは確かに 、 こ の時点でやら な く て もいいかも しれません し 、 積

極的にやる理由 も ない と い う と こ ろ も あ り ますので、 ｢妥当であ る ｣ と い う 表現は少 し問題

があ る かも しれない と い う こ と でいいですか。 こ の表現の仕方はま た検討します。 モデル

事業の例示で、 こ う い う も のは こ う い う 表現を しま し ょ う と い う こ と があ る ので、 それを

参考に します。 今は議論 しないでおき ま し ょ う 。 そ こ は書き直 してみます。

そ う する と 、 次に行き ます。

○鈴木委員

ち ょ っ と いいで し ょ う か。 こ こ には意見は出 していなかっ たのですが、 1 0 ページか ら

1 1 ページの 4 ) の ( 1 ) の微弱陣痛の と こ ろで、 途中の フ レーズで、 1 1 ページの 4 行

目 、 5 行 目 あた り ですが、 ｢ 1 時間あた り の子宮 口 開大速度が 1 c m未満の場合は、 分娩の

遷延が懸念 される 。 ｣ と い う 書き方があ る のですが 、 こ の懸念 された と き に 、 ど う い う 対策

を と る のか と い う こ と は こ こ には書いていないのですが 、 それで一番最後の結論 と して ｢微

弱陣痛に よ る分娩遷延 と判断した こ と は、 妥当 である 。 ｣ と 。 その時点は 3 時 1 0 分 と い う
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こ と になっ ている と 思 う のです。 と こ ろが 、 本件が陣痛開始を 5 日 の 2 1 時 と 読むか、 6

日 の 2 時 と 読むかに よ っ て分娩経過時間が異なっ て く る と思 う のですが 、 その辺 も踏ま え

て 、 例えば 6 日 の 2 時 3 0 分か ら見ます と 、 要する に 3 ~ 4 センチ以上と なっ た時点で 1

時間あた り の子宮 口 関大速度は 1 セ ンチ未満がずっ と続 く こ と にな る わけですね。 つま り 、

分娩遷延が懸念される状況は 2 時半以降、 要する に 1 時間後 と い う と 3 時半が子宮 口 開大

速度が書いていないのでわか ら ないのですが、 ずっ と 分娩の遷延が懸念される状況が翌 日

の 3 時 1 0 分ま で続いていて 、 こ の間の分娩遷延が懸念 される状況が続いている と き に 、

ど う い う 対策を と る のか と い う 訃靴価が要 ら ないのかど う か と い う こ と なのですが。

○岡井委員長

こ のケ-ス では分娩遷延は明 ら かに している のですれ その と き に 、 ど う い う 対策が必

要か と い う こ と に関する記述がない と い う こ と ですね。

○鈴木委員

つま り ズ微弱陣痛で分娩遷延 している ので人工被膜をする と い う のが 、 も し人工破膜が適

切だ と すれば、 遅 く ないですかと い う 評価に もつなが り 得る と思 う のですね。 その懸念さ

れた と き の対策で、 急速遂娩で人工被膜と か、 陣痛促進剤 と かをやれと い う こ と になれば、

そ こ は検討しない と いけない課題になる のではないで し ょ う か。

○岡井委員長

わ り と 明確に処置を選択でき る場合も ある のですが、 実際には分娩が少 し遷延 したか ら

と いっ て直ちに早 く 何か処置を しなければ と い う こ と はあ り ませんで、 夜、 患者 さ んが眠

いのであれば少 し寝ていただいて、 ま た朝か ら頑張 り ま し ょ う と か、 いろいろなオプシ ョ

ンがあ る のですよね。 こ の場合、 こ の事例に特定 して ど う すればいいかは、 こ のケースは

言えないですね。

○鈴木委員

いや、 つま り 言いたいのは、 こ の 3 ) の と こ ろは、 6 日 の 2 時半から翌 日 の 3 時ぐ らい

ま でのお よ そ 2 4 時間 ぐ らいを評価する と い う 枠組みになっ ている わけですよね。

あ 、 ごめんな さ い。 違いま した。 4 ) の と こ ろですね。 4 ) の と こ ろが 、 だか ら 5 時 1

0 分ま でを評価する こ と になっ ていて 、 その最初 と して微弱陣痛、 分娩遷延 と い う こ と を

評価する こ と になっ ている ので、 今言った期間 、 分娩遷延が懸念 される と い う 定義を して

おいて、 それに対する対策が ど う なのかを書いた上で、 本件分娩がその観点か らする と ど

う だったのか と い う こ 割ま医学的評価 と して必要に思 う のですが。
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○徳永委員

こ の事例では、 医師の診察が無い時間が長過ぎます。 分娩が遷延 している場合、 原因が

何か と い う こ と を普通は検討します。 ｢児頭の回旋異常ないかな ど｣ 。 普通は、 何 ら かの診

察やディ スカ ッ シ ョ ンをする と思いますが。

○岡井委員長

長い間、 診察 してないのですね。

○徳永委員

｢その よ う な検討がな されなかっ た理由 ｣ がないですね ? ディ スカ ッ シ ョ ン していたか

ど う かわから ない。

○岡井委員長

だか ら 、 こ の仮想事例の よ う な こ と があ っ た場合、 こんな長い間 、 診察 しませんで した

と 。 それか ら 、 鈴木委員か ら指摘があっ た よ う に、 も う 少 し早 く 分娩遷延に対して何らか

の判断、 場合に よ っ ては処置があっ て もいいのではないかみたいな と い う 医学的評価があ

っ たほ う がいい と い う こ と ですね。 こ のケースでは。 ど う ですか、 その意見については。

○水上委員

それは再発防止 と い う 観点の と こ ろに入れるべき ですね。 明確に 、 こ のケースがガイ ド

ラ イ ンか ら逸脱 した 、 適切ではない診療行為が行われていた と い う こ と はないですね。 こ

のガイ ドラ イ ン中に 、 微弱陣痛が考え られ、 遷延分娩に対応 と 載っ ていますが、 それに照

ら し合わせて も不適切な対応はないのです。 完全に不適切 と 言える よ う な も のは。 だけれ

ど も 、 再発予防のためには、 例刻ま、 こ の 日 中時間帯ですね。 1 0 月 6 日 の 日 中 、 ずっ と

医師の診察も ない し、 助産師も診察 していないのですね。 不思議なのですが。

○岡井委員長

ま あ 、 ですか ら 、 そ う い う 事例があった と してですね。

○水上委員

それがち ょ っ と 何か不適切であっ たかも しれませんが。

○岡井委員長

それはだか ら 、 再発防止の と こ ろ に入れたほ う がいい と い う こ と で し ょ う 。

○村上委員

いいですか。 今の問題は多分、 私 も意見を出 して 、 2 枚 目 の ｢その他｣ に書いたのです

が、 こ の 中で一番問題なのは 、 長い間の産婦のケア、 そ こ がいかに産婦をモニタ リ ングを
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するか と い う と 、 助産師がついていて 、 経過の長い間の中で心音も 3 0 分程度 と か、 1 時

間程度で と る と か、 その中での胎児の ウ ェルネス と か、 安全の こ と をですね。 産婦の安全

と か、 分娩進行状態は、 そ う い う 意味で私たちが助産師ケアの部分で大切な部分なのです。

これは全体に事例を見ていて思ったのですね。 それが と て も残念ですが、 今、 言っ た よ う

な医師も来ない と い う 空 白時間ですね。 そ こ で専門家がある程度、 医師に も う 少 し報告を

する と か、 産科医 と助産師の連携 と い う と こ ろが 、 こ の事例の中では欠けている な と思い

ま した。 それで、 後ろ に意見 と して出 しておいたのですが。

○岡井委員長

これは次のページの ｢その他｣ の と こ ろですね。 今、 胎児の ウ ェルビングの こ と を 中心･

に 、 お母 さ んのほ う のケア も大事なので、 お産が長引いてき た と き の水分摂取だ と か、 精

神的ケア等、 そ う い う こ と も 医学評価の 中に入れておいてほ しい と い う こ と です。 その分

娩の管理と して 、 どの程度の水準の管理を したか と い う こ と の評価に加えて く れ と い う 意

見ですが、 医学的評価の と こ ろは、 やは り 相当多数の人の コ ンセ ンサスが得られていて、

そ こ か ら外れている場合 と か、 相 当質が低いな と認め られる場合であっ て 、 そ こ の と こ ろ

であま り 理想的な こ と を書 く と 、 問題があった 、 問題があったになっ て しま う と い う こ と

で、 そ う い う こ と も改善の と こ ろに入れる と い う こ と でいいですか。

○隈本委員

こ の仮想事例では助産師はいない と思いますね。

○岡井委員長

これは仮想事例 1 と してつ く っ たのですが 、 あま り 助産師さ んの活動が読めないですね。

○隈本委員

6 ページの看護ス タ ッ フで、 看護師だけなのですね。 いないな と 僕も思っ ていたのです

ね。 お医者 さ ん と 看護師 しかいない と こ ろですね。

やは り すべてわかっ た時点で、 それをわか り やす く 伝え る報告書である と い う こ と は、

そ う い う 意味では途中、 こ こ もやっ たほ う が よかっ た 、 こ こ もやっ たほ う が よ かっ た と い

ろいろあるかも しれませんが 、 一番重要な ピンポイ ン ト を 、 こ こ が原因だっ た と わかっ た

時点で書 く ので した ら 、 その前に何時間 も診察 しないのはおか しい と か、 そ う い う こ と は

あ る に して も 、 それは後で再発防止のほ う にた く さ ん反省点を書き込む と しま して 、 こ の

原因は分娩の と き に遅れた こ と ですよ と 、 こ こ をス ト レー ト に書いてあっ たほ う が 、 多分、

読んだほ う はわか り やすいと思います。 本当 に防ご う と思った ら 、 こ んな こ と も 、 こ んな
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こ と もでき ま した よ と 。 そ こ は 2 つに分けたほ う がいい気が します。

○岡井委員長

そ う ですね。

○岡本委員

そ う い う 意味で、 経過表 と かに も 、 ケア を記入でき る欄みたいな も のがあっ て も ら う と 、

ほ と ん どの正常の場合は、 排泄 と か、 食事 と か、 睡眠状況 と か、 そ う い う も のが分娩進行

に大き く 影響 してき ますので、 そ う い う 欄 も設けていただける と いいですね。

○岡井委員長

それはこ こ にあ り ます資料 1 - 2 の よ う な も の を症例ご と 々 こつ く る と い う こ と を考えて

い る わけですね。 その と き に も う 一つ右に、 先ほ どのケアの こ と を書いて も ら う と い う こ

と ですね。 産婦の行動な らびにケアみたいな欄をつ く っ て も ら う と い う こ と です。 それは

よ ろ しいですね。 あっ たほ う がいいで し ょ う 。

○池ノ 上委員長代理

分監の記録は必ずつ く のですよね。

○岡井委員長

あればですね。

○池ノ 上委員長代理

も ち ろん。 あれば原因分析委員会の皆さ んが見 られる と い う こ と ですね。

○岡井委員長

ええ 、 それがない と 分析でき ませんか らね。

○水上委員

それは 4 因子で角騎斤する よ う に、 それぞれに欄を設け る と い う こ と ですね。 ベース ラ イ

ン とバ リ ア ビ リ テ ィ ー と徐脈の種類 と ア ク セ レーシ ョ ンの有無についてですね。

○楠田委員

現物がない と なかなか合わないのですね。

○池ノ 上委員長代理

仮想では難 しいですね。

○石渡委員

結局、 安心 してい られる状態か否かを判断する 4 項 目 を全部入れてお く わけで し ょ う 。

さ ら に対応も入れる と い う こ と ですね。
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○池ノ 上委員長代理

それは皆さ んで実際に読んでも ら っ たほ う がいい と 思います。

○岡井委員長

やは り 現物の記録を見ない と 、 なかなか難 しいですね。

そ う する と 、 4 の 4 ) の ( 2 ) の 2 ページ割こ来て 、 陣痛促進剤の投与開始について｣

と い う こ と ですが、 こ こ の と こ ろで、 ｢深夜の時間帯は慎重に行 う ｣ と い う 文章を削除 した

ほ う がいい と い う こ と と 、 ｢羊水混濁があっ て 、 午前 3 時 4 5 分 と 4 9 分に変動一過性徐脈

が出現 しているが 、 その状況で促進剤を使用 した こ と " こ関する評価が不足 している ｣ と い

う こ と で、 一過性徐脈が出ていた と 。 その状況で促進剤を使用 した こ と る こ関する評価はあ

っ たほ う がいい と い う こ と ですね。 決 していけないわけではないのですが、 も う 少 しそれ

に関する踏み込んだ評価はあっ ていいか と い う 意見ですが、 こ の裁こついて見ていき ま し

よ り 。

まず、 ｢深夜の時間帯は慎重に行 う ｣ と い う のは、 どなたですか。

○水上委員

これは僕ですかね。

○岡井委員長

これは 、 う ち なんかは深夜も昼間 も 同 じです。 医師がついて、 夜中で もすぐ対応でき ま

す。 ただ、 そ う い う こ と ができ ない施設である と い う か、 そ う い う 前提があ る のですね、

こ こ の事例では。

○水上委員

だか ら 、 深夜の時間帯は慎重に行 う のは非常にいいこ と だと思 う のですが、 こ の公式文

書と しての も のに 、 深夜の時間帯に慎重 と い う のは、 何て言 う ので し よ う か、 医学的な り

コ メ ンデーシ ョ ン と整合する のが難 しいのではないかな と い う こ と です。 だか ら 、 例えば

マンパワーがあ る と こ ろであれば、 当然、 そ う い う こ と と は関係な く 、 2 4 時間 フルタイ

ムでや り ます し、 マ ンパワーが少ない と こ ろであれば、 当然、 そ う いっ た産科の事故と い

う か、 不幸な と き には、 マ ンパワー不足 、 すなわち深夜時間帯 と ウ ィ ーク エ ン ドが一番多

い と い う こ と はき ちん と データ が出ている のですね。 ですか ら 、 そ う いっ た と き は分娩時

期を避け る こ と は医学的に も正 しい こ と ではある のですが、 こ こ で入れる のは ど う かな と

い う 話を しま した。

○岡井委員長
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これも再発防止のための提言、改善事項の と こ ろに文章を移す と い う こ と でいいですね。

○水上委員

はい。

○岡井委員長

も う 一つ、 一過性徐脈がその前に出ていたが 、 一旦は消失 して 、 その後、 出な く なっ た

と い う 判断があ り ま して 、 そ こ で促進剤を使用 したのですが 、 も う 少 し詳 し く 、 そ こ の判

断の こ と を書いて く だ さ い と い う こ と ですが 、 それも書いたほ う がいいで し ょ う ね。

○池ノ 上委員長代理

おそ ら く 、 こ の事例では、 こ こ が一番ク リ テ ィ カルだと思 う のですよ 。 こ の 3 時 4 5 分

と 4 9 分に 、 こ う い う 一二過性徐脈が起こ っ ている と い う こ と がですれ それで、 少 しずっ

少 しずつ、 8 ~ 9 センチから 、 少 しずつ、 も う そ こ まで来ている ので、 さ あ 、 ど う し よ う

か と思っ て 、 こ こ で も う 少 しア ト ニ ンでやれば全開 してい く かも しれない と 。 下か ら 引 け

る か も しれない と い う の を期待 しつつ 、 また起こ る のではないか と 。 起 こ っ た ら ど う し よ

う と い う 、 医者は こ こ で非常にジレンマに立っ ている わけですね。 多 く の場合は、 そのま

ますっ と 行っ て 、 下か ら生まれて、 よ かった 、 よかっ た と い う のですが、 そ こ は 自 分の判

断を涛暗する と こ ろです。 その判断が今の産科医療で妥当 である かど う かを 、 あ る程度判

断してあげない と いけないで し ょ う 。 それが結局は次の徐脈につながっ て 、 ク リ ステ レル

につながっ て 、 脳障害につながっている わけですか ら 、 こ こ は非常に大事だと思います。

○水上委員

多分、 これを書いたのは僕だと思 う のですが、 ガイ ドラ イ ンで 、 オキシ ト シン使用 中に

異常胎児心拍パタ ーンが出た と き には、 オキシ ト シンの使用継続についての可否について

検討する と 。 こ う い う のが推奨 レベルB である のですね。 その こ と を僕は書いたのです。

だか ら 、 こ こ でア ト ニン点滴中に心拍が下がっ たのですが 、 ア ト ニンをやめて 自 然経過に

して 、 それでもだめだっ た ら 、 帝王切開に持っ てい く か と か、 こ のま ま 、 ア ト ニ ンを継続

した ら 、 も う 少 し下がっ て吸引 でき て 、 それが患者のためにハ ッ ピーにな る と 。 その こ と

の評価について、 こ こ に記載 してほ しい と い う こ と です。

○岡井委員長

これは始め る と こ ろの話……。 違いますか。 促進剤投与開始の と き の話だか ら 。

○池ノ 上委員長代理

それは 4 時 2 5 分で し ょ う 。
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○岡井委員長

3 時 4 5 分 と 4 9 分に 1 回ずつ、 変動一過性徐脈が出ていま した と 。 それか ら しば ら く

出ていないので、 先ほ ど池ノ 上先生が言われたみたいに、 進んでいない し 、 も う 一押 しだ

と い う ので、 陣痛促進を した と 。 そ こ の話で し ょ う 。 だか ら 、 先生が言われたのは、 その

後の話ですね。

○水上委員

そ う ですね。

○池ノ 上委員長代理

む しろ 、 こ こ でゴーか、 ノ ッ ト ･ ゴーかが来る のですね。

○岡井委員長

確かに、 こ こ は悩む と こ ろなのです為 ただ、 物すご く 難 しいのですれ 結果から見て、

よ かっ た 、 悪かった と い う のは簡単ですが 、 こ の事例の こ のオキシ ト シン点滴開始を結果

を見て評価する と 、 これは僕はいつ も言 う のですが、 フ ォーク ボールを投げた ら三振 して

いたのをス ト レー ト を投げたのでホーム ラ ンを打たれたのだ、 と 後か ら評論家がい う の と

同 じ話にな り ますよ 。 だか ら 、 それ も評価 と しては、 も ち ろんそ う い う こ と は普通では考

え られない判断ではないので、 一押 しやれば行 く だろ う と思っ てやっ たわけですから 、 そ

こ の医学評価は、 それが不適切ではない と い う 表現で書いてあげない と いけないのではな

いか と 思いますが。

○水上委員

選択肢 と してあ り 得る と 。

○岡井委員長

そ う 、 そ う い う 表現を してあげてやるべき で し ょ う 。

○池ノ 上委員長代理

だから 、 その と き に 、 も し も そ う い う こ と が 、 今 、 2 回起こ っ て 、 3 回 割こ不可逆性の

徐脈が起こ る かも しれない と い う 前提で、 ア ト ニンをス ター ト した と い う こ と であれば、

それに対する対応策はある程度考えていま した よ と い う こ と が ど こ かにあっ たほ う がいい

のではないで し ょ う か。

○岡井委員長

それも先ほ どの向上のための改善に入っ て く る と こ ろですよね。

○池ノ 上委員長代理
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十中八九 、 う ま く い く のですよね。 それが こ う なっ て しま う と い う と こ ろですね。

○岡井委員長

そ こ を陣痛促進を行 う 方針 と した と い う と 委員会が不適切ではない こ と を判断 した根拠

と い う か、 考え方をき ちん と 書 く と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長代理

そ う しない と 、 やは り 説明は納得 して も ら えない と思いますね。

○岡井委員長

はい。 それはそれでいいで し ょ う 。

○楠田委員

でも 、 こ の委員会 と すれば、 明 ら かな原因を特定する わけですね。

○岡井委員長

はっ き り していればですね。

○楠田委員

そ う ですね。 ただ、 当然、 後で我々 は振 り 返っ てい る わけですか ら 、 振 り 返れば、 ああ

すればよ かっ た 、 こ う すればよかっ た と 、 当然、 診療行為だか ら 、 それは幾つかあ り ます

よね。 その中で、 先ほ ど池ノ 上先生が言われた、 これが一番、 こ の後の経過に大き く 影響

した と い う ので した ら 、 こ こ が 、 今回の脳性まひの原因の最大のポイ ン ト だ と い う のは明

記 したほ う がいいで し ょ う 。 ただ、 これは結果的に言っている だけですから 、 判断 と して

は 、 そ う い う 選択肢があった と い う のが 、 こ の原因分析委員会の一番必要な と こ ろになる

のではないですかね。 だか ら 、 判断をする のではな く て 、 原因 と しては、 こ こ が分かれ 目

だっ た と い う こ と ですね。

○岡井委員長

ま あ 、 原因 と い う か、 管理の一つのターニングポイ ン ト ですね。 管理の仕方、 こ の分娩

の取 り 扱い方 と してはですね。 こ の後に も重要なポイ ン ト があ る のですが。 吸引 を始めて

か ら の話ですが。

○楠田委員

改良すべき熱はまだほかに も幾つかあ り ますか ら ヌ為 で も 、 それは後で振 り 返れば、 い

っ もそ う ですので。 ああすればよ かっ た 、 こ う すればよ かっ たが結構あ り ます。 でも 、 そ

の一番のポイ ン ト は ど こ か と い う のは 、 はっ き り してあげたほ う がいい と思 う のですね。

○岡井委員長
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そ う する と 、 こ こ はそれでいい と な り ま して 、 次の ｢変動一過性徐脈と過強陣痛の関係

についての記述が必要｣ と 。 今度は陣痛促進剤投与開始か ら吸引分娩までの話で、 そ こ で

一過性徐脈が点滴中に出ま したが 、 ど う する か と い う と こ ろ を 、 先ほ ど水上先生が言われ

た よ う に 、 ガイ ド ラ イ ンでは、 これはやめてみよ う か と い う こ と を一応考慮 しな さ い と い

う こ と になっ ている わけですれ

○水上委員

そ う でず。 検討しな さい と い う こ と ですれ

○岡井委員長

検討しな さ い と い う こ と ですね。 そ こ の と こ ろの話で、 こ こ で指摘されている のは過強

陣痛と の関係についての記述です。 これは実際にハー ト レー ト の記録があれば、 あ る程度、

山 を見て判断でき る場合も あ り ますが 、 そ う ではない と 、 こ う い う 話になっ て しま う ので

すね。

○鈴木委員

これは私が指摘 したのですが 、 過強陣痛は陣痛の強さ ですよね。

○岡井委員長

いや、 と こ ろが 、 陣痛の強さ の絶対値は残念なが ら臨床では計れないのですよ 。

○石渡委員

おなかの上からやっている ので、 内側ではないので計れないのです。

○岡井委員長

臨床では絶対値を計っ ていないのです。

○鈴木委員

でも 、 分娩監視装置に出る のではないですか。

○岡井委員長

そ こ に出る 山は相対的で、 少 しで も大き く し よ う と思っ た らすぐ大き く な る し 、 場所が

悪い と小 さ く なっ て しまいます。 だか ら 、 山の高 さ では判断でき ないのです。 そ う する と 、

でき る のは間欠になっ て しま う のです、 今の現状では。

○鈴木委員

そ う なんですか。 そ う する と 、 仮に分娩監視装置のモニターの記録紙で、 飛び抜けて陣

痛が強 く て 、 ぴ ょ ーん と 行っ ている よ う な場合でも 、 それは何の参考に も な ら ないわけで

すか。
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○岡井委員長

状況が全く 変わ ら ないで、 隣の も の と 比べて、 こ こ だけが高い と い う こ と で、 そ こ は何

か強いな と い う 判断はでき ますが。

○鈴木委員

いや、 だか ら 、 その妊婦さ んの一連の経過の中で、 ア ト ニンを投与 した後に陣痛の曲線

が非常に高い と こ ろ に位置 している と い う 場合に、 それは過強陣痛と は言わないのですか。

○岡井委員長

それだけでは言いません。

○鈴木委員

そ こ は過強陣痛の判断には何の意味も ないのですか。

○岡井委員長

最終的にはそ う です。 子宮の中にカテーテルを入れて実測すれば、 それは基準があ る の

ですが、 そんな こ 割ま普通はや り ません。 ですか ら 、 今は間欠だけですね

○村上委員

そ こ はついている 、 観察 している助産師が 、 始ま っ てか ら の表情 と か、 発汗 と か、 痛み

の程度 と か、 そ う い う も の を も っ て客観的に判断する しかないわけです。

○池ノ 上委員長代理

それ と か、 例えば普通は 9 0 秒ぐ らいなのが 2 分 と か続 く と か、 そ う い う のは過強 と言

える のですね。

○水上委員

でも 、 強 く て も 、 赤ち ゃんに影響を及ぼしてなければ、 過強 と は普通は我々 は言いませ

ん。

○岡井委員長

一応、 教科書的には内圧の基準がある こ と はあ る のです。

○鈴木委員

こ こでは過強陣痛を否定 している ので、 間欠だけで否定でき る のか と い う こ と を言いた

いのですが、 それはでき る のですか。

○岡井委員長

現状ではそ う なのです。 持続時間 も あ り ますが為 持続時間 と 間欠 と 。

○池ノ 上委員長代理
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だか ら 、 一般に全開近Gこなっ て 、 分娩第 2 期に入っ ていて 、 どん どん行っ ている と き

は、 普通は 3 分おき ぐ らいなのですが、 2 分おき になっ た り と か します。 それは患者さ ん

に よ っ て 、 い ろいろなバ リ エーシ ョ ンがあ り ますよね。 中 には、 水上先生が言っ たよ う に 、

ち ゃん と 胎児がそれに耐えて 、 産道を しっ か り 下 り て き て く れれば、 た と え 3 分よ り 間隔

が短 く て も 、 それはO Kだ と 判断しています。 も しそ こ で徐脈が出てき て しま う よ う な と

き には、 陣痛に胎児が耐えてない可能性も あ る ので、 それは考慮する と い う のが一般的に

行っている こ と と 言え る のかな と い う こ と です。

○岡井委員長

だか ら 、 強 さ はなかなか評価が難 しい と い う こ と で、 間欠 と 持続時間で見ます。

それで次の と こ ろは終わ り ま して 、 5 ) に行き ます。 入院後の経過ですが 、 こ こ か ら も

重要な と こ ろなのですね。 吸引分娩を施行 した後の胎児の状態の悪化について 、 これはい

いですね。 問題なのは吸引分娩についてですね。 ｢適応外ではないが、 やや高い。 吸引分娩

を選択 した こ と は妥当である が 、 ｣ と い う こ と で、 こ の ｢妥当である ｣ が ど う かな と い う の

も あ る と思いますが、 ｢帝王切開の準備が されていなかっ た こ と と 、 吸引分娩が 4 0 分行わ

れた こ と は妥当ではない。 ｣ と 。 これは医学評価の と こ ろですね。

○上田理事

医学的評価の中の記載です。

○岡井委員長

それに関 して 、 ｢開始時の児頭の位置は必要条件を満た している ｣ と い う のがあ り ます。

だか ら 、 こ こ で言っ ている のは 、 やや高い と い う 記述は変えてほ しい と い う こ と ですね。

変えたほ う がいい と い う こ と ですね。

○水上委員

そ う ですね。 やや高い と い う 記述はよ く ないのではないかと思います。

○岡井委員長

必要条件は満た しています と 。 これはプラ スマイ ナスゼ ロ で引いたのですね。 ま あ 、 感

覚的には高いですが、 それ も ……ま あ 、 いいですか。

それ と あ と 、 帝王切開の準備がな されていなかっ た こ と は妥当ではない と言い切っ てい

いのですか、 こ の場合は。 それ と 、 吸引分娩が 4 0 分間 、 これは妥当ではないのですよ 。

これは基準があ り ますよね、 水上先生。

○水上委員
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はい。 これは妥当ではないです。 ガイ ド ラ イ ンがあ り ます。

○岡井委員長

いわゆる参考的なガイ ド ラ イ ン違反になっ て しま う のですね。

○水上委員

ええ 、 参考意見 と してですね。

○岡井委員長

ガイ ド ラ イ ン も参考意見になっ ている のですか。

○水上委員

C ですので、 2 0 分ルール と 5 回ルールです。 ですか ら 、 参考意見 と してです。

○池ノ 上委員長代理

そのルールは ど こ か ら来ている のですか。

○水上委員

根拠がないか ら C なのです。

○岡井委員長

それは相当ディ スカ ッ シ ョ ン して 、 い ろいろな意見があっ て 、 その辺で線を引 こ う と な

っ たのですよ 。 エ ビデンスがないか ら 。

○水上委員

例えば 6 回引いたか ら ど う だ と か、 3 0 分間引いたか ら 、 それはペナルテ ィ ーを科 され

る よ う なひ どいこ と をやっ た と い う こ と はないです。 だか ら 、 参考意見 と して 、 ガイ ドラ

イ ンには 2 0 分以内ルールと 5 回ルールがある と い う よ う な表現だっ た らいいですが、 3

0 分引いたのが悪い と い う こ と は言えません。

○岡井委員長

そ う する と 、 先ほ どのお話ですと 、 ガイ ドラ イ ンの参考意見Cであれば、 こ こ に医学評

価の と こ ろへ ｢妥当でない｣ と 書かないほ う がいい と い う こ と ですね。

○水上委員

そ う です。

○岡井委員長

後のほ う に持って く る と い う こ と ですね。 改善すべき事項に。 個人的には長過ぎる と思

いますが 、 で も 、 一般の多 く の人の コ ンセ ンサス が得 られていないのですね。

では、 こ こ も これでいいですね。 ｢やや高い｣ はやめます。 それ と 、 ｢妥当でない｣ と い
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う と こ ろ も表現は変えたほ う がいい と い う こ と ですね。

○水上委員

そ う です。

○岡井委員長

これは後で、 モデル事業の言葉を当てはめていき ますので。

○池ノ 上委員長代理

で も 、 一般には、 こ う い う ふ う に行われている と い う 基準は必要ですよね。 エ ビデンス

がないか ら強 く は言えませんけれど も 、 多 く の施設ではこ う 行われている と い う こ と るまで

すね。

○水上委員

データ があればですね。

○池ノ 上委員長代理

いや、 データ がないから こそ 、 多 く の施設では行われている と い う こ と です。

○水上委員

それはだか ら 、 再発予防 と かに 、 こ の吸引分娩を 、 こ の人は 4 0 分間 もやっ て 、 1 0 回

ぐ らい引いていますよね。 そ う いっ た こ と はガイ ドラ イ ンの記載に も あ り ます よ う に……

○池ノ 上委員長代理

そ う ですね。 再発防止のほ う ですね。 それが直接、 脳障害発生にかかわっ た と は言えな

い と い う こ と ですね

○水上委員

む しろ帝王切開 しなかっ た こ と が問題で して 、 吸引分娩を し続けた こ と と 帝王切開をや

ら なかったこ と が同時進行 している わけですが、 吸引分娩 した こ と 自 体がすごい悪いわけ

ではな く て 、 ほかの方法を考えなかった こ と がまずかっ たので し ょ う 。 それは後から の観

点か ら言 う と ですね。

○岡井委員長

そ う そ う 。 後か ら の観点か ら言 う と ですね。 その と き は出る か、 出 る かと思っ て 、 も う

次に出る だろ う 、 も う 次に出 る だろ う と 思っ ている う ちに 、 時間が長 く なっ て しま う ので

すね。 それが臨床なのですね。 だか ら 、 最初の判断が大変大切なので し ょ う が 、 その判断

も また難しいわけです。

○徳永委員
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選択肢で鉗子に切 り 換える と かなかっ たのですか。

○岡井委員長

改善事項 と しては鉗子に切 り 換え る手も あっ たみたいな こ と は書かれていませんで した

っ け。

○水上委員

ガイ ドラ イ ンでは、 鉗子も し く は帝王切開を勧めています。

○上田理事

こ の施設では鉗子ができ ない と い う こ と で したね。

○岡井委員長

こ こ の施設では鉗子ができ ない と 。 そ う ですね。

では 、 こ こ の意見で、 そ う い う よ う な こ と は再発防止のための と こ ろに記載する事項 と

して取 り 上げたい と思います。

次が ｢その他｣ の と こ ろで、 新生児の処置についての評価が必要 と あ り ます。

○楠田委員

これは羊水混濁を認めた子供が生まれた と き には、 す ぐバ ッ グ ･ ア ン ド ･ マス ク で陽圧

換気をする と い う のは一応……。

○岡井委員長

しっ か り 吸引 しろ と い う こ と ですね。

○楠田委員

これはかえっ て悪 く する か ら 、 や ら ない よ う に と い う こ と です。 脳性まひの主たる原因

は当然、 違いますが、 少な く と も 回復をする余地が多少でも あっ たのな ら 、 そのチャ ンス

が減っ た と い う こ と です。

○岡井委員長

これも 医療の向上のための改善事項の一つに入れて、 こ う い う 場合は しっ か り 吸引 して

か ら 、 やっ て く だ さ い と い う こ と ですね。

○楠田委員

そ う ですね。 それはま と めていただいた 、 3 ページの ｢その他｣ の と こ ろ に、 新生児蘇

生法を実施でき る ス タ ッ フが立ち会 う こ と がやは り 必要にな り ますね。

○上田理事

ただ、 こ の事例 自 体は 、 こ の こ 国こついては記載がない も のですから 。
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○楠田委員

私の立場か ら言えば、 あま り いい蘇生ではない と い う こ と です。

○岡井委員長

その蘇生も き ちん と 書かれている か と いえば、 あま り 書かれていないこ と が多いですよ

ね。 吸引する のは当た り 前みたいな こ と で 、 その こ と 自 体はあま り カルテに書かないです

ね。

○石渡委員

新生児心肺甦生アルゴ リ ズムがあ り ますよね。 分娩機関に配布 されている アルゴ リ ズム

があ り ますね。

○岡井委員長

蘇生法のですか。

○石渡委員

ええ 、 蘇生法のです。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 今後は、 それを極力 、 皆 さ ん、 受けて く だ さ い と い う こ と を推奨する わけです

ね。

○岡井委員長

カルテにあま り 書かないのですよ 。 吸引 をやっ て 、 それか らやっ た こ と は。 吸引 を普通、

全部やる のではないですか。 どんな子でも 。 だか ら 、 それは書かないで、 マス ク ･ ア ン ド ･

バ ッ ク と い う ほ う がむ しろ普通ではない こ と をやっ ている か ら 、 書いて しま っている と い

う 可能性も あ る のですよ 。

○楠田委員

こ の経過を読む と すぐやっ たふ う に書いてあっ たのですね。

○岡井委員長

それはそれで、 これ も改善事動こ書 く と い う こ と ですね。

次に今度は ｢産科医療向上のために改善すべき事項｣ の と こ ろで 、 先ほ どの 3 0 分の話

が出て く る わけですね。 これには意見があ り ま して 、 こ こ を ど う 書 く かは、 どなたの意見

で したっ け。 3 0 分 と い う のは挙げ られない と い う 話で したね。

○竹村委員

それは結局、 どの時間帯に 3 0 分ご と なのか と い う こ と です。 陣痛が始ま っ た と思って
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いて も 、 と ま っ ている こ と も あ る のですね。 ぐ う ぐ う 寝ている 間 も 3 0 分ご と &こ聞かなけ

ればいけないか と い う こ と ですれ その辺が非常に難しいです。

○岡井委員長

こ こ の と こ ろは 、 あま り 長い間 、 全 く 放っておいた と い う と こ ろであれば、 も っ と頻繁

にチェ ッ ク しな さ いみたいな話に して 、 必ず し も 3 0 分に こ だわ ら ないでいいですか。

○池ノ 上委員長代理

やは り ア ク テ ィ ブレーバーに入っ てからですよね。 その前のラテ ン ト ステージは、 こ の

聴診期間の対象にな ら ないですね。

○岡井委員長

間欠的心音聴取の間欠時間に関 しては、 こ の委員会では、 特にス タ ンダー ドを設けない

で対応する と い う こ と でいいですか。

○水上委員

書かないほ う がいいのではないですか。

○上田理事

家族から の質問があ り ますが 、 書かないこ と が一つの答え と して 、 直接答えないに して

も 、 そ う い う 整理ですか。

○水上委員

ラテ ン ト フ ェーズ、 つま り 子宮 口 開大が進ま ない時期に 、 第 1 期には分類されますが、

子宮 ロ 開大がそれほ ど進ま ないラ テ ン ト フ ェーズ、 日 本語で潜伏期 と い う のですか、 潜伏

期について、 1 時間 ご と " こ聴取する と か、 3 0 分ご と に聴取する と 、 こ の委員会で言って

しま います と 、 それがス タ ンダー ド と して要求 される よ う にな り ますか らね。

○岡井委員長

こ の委員会でス タ ンダー ド化する こ と "までき ない と い う こ と でいいですか。

○水上委員

ええ。 言っ て しま っ た ら 、 それが一人歩き して しま っ て 、 非常に患者 さ んに も 、 医療者

に も大変な こ と になる のではないですか。

○岡井委員長

では 、 それについての 日 本産科婦人科学会の見解を一国、 ど こ かで整理 して 、 き ちん と

した も のを提案 しておいて 、 本当 に分娩が進行 している 間に長い間 、 何も しない と い う 事

例があっ た と き は、 それな り る こ コ メ ン トする と い う こ と でいいですね。 こ のケース です と
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一番長いのが 1 時間半で し ょ う 。 そんなに問題にな ら ないですね。

○水上委員

全然問題にな ら ないで し ょ う 。 しか も夜中です し。

○帳本委員

例えば再発防止の と こ ろ に 、 こ の 1 時間半はあげないほ う が よ かっ た と い う こ と は言わ

ないわけですね。

○岡井委員長

要 ら ないかも しれないですね。 あま り 関係ないです しね、 こ の事例では。

では、 これは これで採用ですれ

次が ｢診療行為について検討すべき事項｣ の ｢緊急時の対応ができ る体制を整えてから

行 う ｣ と い う こ と ですが、 こ の ｢体制を整えてか ら行 う ｣ と い う こ と は不要 と い う 意見で、

こ の体制を整えてか ら行 う と い う のは 、 吸引分娩を と い う こ と ですか、 それ と も 、 人工被

膜ですか。 人工被膜や、 陣痛促進剤を使用する と き に緊急時の対応を整えてか らやる のか

と い う こ と ですね。 これも理想的にはそ う なのですが 、 現実にはそ こ までいつ もやっ てい

る こ と はあま り ないですね。

○水上委員

これはガイ ドラ イ ンをつ く る と き にすごい問題になっ たのです。 吸引分娩をする と き は、

米国では緊急帝王切開の準備を整えてか らやる こ と が条件になっ ている のですね。 と こ ろ

が 、 日 本では 、 それは条件に入れ られないだろ う と い う こ と です。

○岡井委員長

先生、 こ こ で問題になっ ている のは吸引分娩ではな く て 、 人工被膜と 陣痛促進剤を使用

する と き です。

○水上委員

それは体制を整えてか らやれなんてい う こ と は言えないです。

○岡井委員長

言えないで し ょ う 。 体制を整えてか らやれば理想的ではあ り ますが 、 なかなか現場では

そ う はいき ませんよ ね。

○隈本委員

でも 、 それは今後、 産科向上の 目 標ではないのですか。

○岡井委員長
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その縛 り をつけ る のは大変です。 まず無理です九

○鈴木委員

それは、 こ の施設だか らですか。 それ と も一般的にですか。

○岡井委員長

それは う ちで も普通、 人工破膜する と き に 、 いつ も帝王切開の準備を しておいて く だ さ

い よ と い う こ と にはな ら ないです。 促進剤を使 う と き も です。 も ち ろん症例に よ り ますが

ね。 リ ス ク があ る と き は、 あ る程度 しますが。

○鈴木委員

｢体制を整えて ｣ の意味が共通 してい る のか ど う かですね。

○岡井委員長

あま り 現実に意識 しないですよね。 どんな症例でも帝王切開になる こ と はあ る と い う こ

と は も ち ろんあ り ま して 、 こ の症例で、 こ こ で陣痛促進剤を使っ た ら帝王切開にな る可能

性が う ん と 高ま る か ら 、 準備を整えて と い う 感覚はないのですよ 。

○鈴木委員

ダブルセ ッ ト ア ッ プ と い う 選択はないですか。

○岡井委員長

ダブルセ ッ ト ア ッ プも しないです。 現実に無理です。 ダブルセ ッ ト ア ップで、 陣痛促進

剤や人工被膜と い う のは。

○水上委員

一般的にはそ う ですね。

○岡井委員長

医療提供側のいろいろな こ と に物すごい負担が大き く な る のですよね、 ダブルセ ッ ト ア

ッ プは。 ど う して も必然性の高い症例のみになっ て しまいます。

○鈴木委員

こ の事案で帝王切開 をすべきだ と 言 う ためには、 要する に近隣の医師を調達 しない と 帝

王切開でき ないわけですれ その時期が準備が遅れる のでは、 早めに準備をする と い う こ

と ですよね。

○岡井委員長

一つ大事なのは 、 早 く 言えば 3 時 4 5 分のディ サ レーシ ョ ンが出たこ ろに、 こ う い う 症

例なのだか ら 、 今はお さ ま っ て一見正常に見えている けれ ども 、 ま たわか り ませんよ と い
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う 意識はあっ たほ う が よ かっ た こ と です。

○池ノ 上委員長代理

ガイ ド ラ イ ンで、 分娩中の緊急帝王切開は何分以内に と か出ている のですか。

○水上委員

それはむ しろ 、 こ の よ う に書いてあ り ます。 緊急帝王切開の話ですが、 1 2 7 ページの

下から 5 行 目 です。 ｢急速遂娩法には吸引鉗子分娩 と 緊急帝王切開術がある が 、 前者に関 し

ては C Q 4 0 6 を参照 されたい。 緊急帝王切開術の判断か ら帝王切開開始ま での時間が短

いほ ど、 予後には好影響を与える と 信 じ られている ｣ と 。 これはデータ はないのです。 ｢本

邦における帝王切開決断か ら帝王切開開始ま での時間は以下の よ う み こ報告 されている 。 平

成 1 7 年度の病院における帝王切開実施までにかかる 時間は平均 4 7 . 7 分であ り 、 実施開

始までに 1 時間以上かかる病院は 5 割近 く に及んでいた。 施設別に見る と …… ｣ と い う こ

と で 、 こ の く だ り だけが帝王切開決断から実施ま での時間について、 こ のガイ ド ラ イ ンに

記載 してある と こ ろです。 ですか ら 、 こ のガイ ド ラ イ ンには 、 帝王切開 してか ら 3 0 分以

内に娩出 させなければいけない と か、 そ う い う こ と はあ り ません。 そ う い う 意味で机上の

空論ですが、 その こ と み こついては記載があ り ません。

○池ノ 上委員長代理

ですか ら 、 これよ り も早 く 出 さ なければいけない と い う わけではなかっ たのですね。 日

本の現状の こ のス タ ンダー ドな 、 現時点での一般的なセ ッ ト ア ッ プで対応されている のが

ほ と ん どであ る と い う こ と ですね。 例えば、 これが低位胎盤だと か、 そ う い う 特殊な状況

の場合には、 さ っ き鈴木委員がおっ しゃ っ たみたいにダブルセ ッ ト ア ッ プです と か、 そ う

い う こ と が必要になっ て く る ので し ょ う ね。

○松田委員

3 0 分ルールと い う のは根拠がないま ま に一人歩き して しま っ ていますね。 周産期セ ン

ターの設置基準で、 そ う して しまいま したか ら 。 あれは根拠がなかっ たわけですね。 それ

が一人歩き して しま っ ている か ら 、 皆が 3 0 分 と しない と いけない と 少 し誤解を している

と い う と こ ろがあ る のではないですか。

○水上委員

設置基準に盛 り 込まれる のは別にいいのですが、 それをすべての分娩に適用する のはね。

○岡井委員長

ア メ リ カ ではス タディ ーが出ていま したか、 3 0 分に関 しては。 出ていなかっ たですか。
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予後 と 帝王切開の関係で何かあった よ う な気が しま したが。 3 0 分で実際にでき る かど う

かは別ですよ 。

○池ノ 上委員長代理

センタ ーのデータ は 3 2 分で し ょ う 。 ただ、 こ う い う と こ ろになっ て く る と 、 システム

の問題なのか、 個人の医師の問題なのか と い う こ と で、 ヒ ューマ ンか、 システムか と い う

と こ ろがだんだん出て き ますよね。 だか ら 、 システムの場合な ら 、 ど う する のか と い う の

は 、 今後 、 ど こ かで議論 されるべき で し ょ う ね。 これはシステムではな く て 、 個人に触れ

る ので し ょ う 、 原因分析は。

○岡井委員長

いや、 システムに関 して も触れる のですよ 。 最後の改善する事項の と こ ろには 、 システ

ムに関 して も触れます。 だか ら 、 こ のシステムが今、 現実には、 こ う い う 形で帝王切開す

る と き には応援医師を呼ばなければいけない と い う 施設もお産をやっている わけですか ら 、

そ う した ら 、 早めに対応 しま し ょ う と 。 最初のディ サ レーシ ョ ンが出たこ ろ には、 も う そ

う い う こ と をあ る程度可能性を考えて と い う 話が改善事項に出て く る のですよね。

○水上委員

と こ ろが 、 その問題は、 例えば常駐医師一人で診療所を開所 している産婦人科について

突き詰めた ら 、 あま り その こ と を厳し く 言 う と 、 分娩はやっ た らいけない と 。 そ う い う こ

と ができ ない施設も ある と思 う のですね。 こ こ に最後に出て き ていたよ う に 、 近所の先生

にす ぐ来て も ら え る よ う に しておき な さい と か、 新生児の先生に立ち会っ て も ら う よ う に

する と か、 そ う いっ た こ と を突き詰めていっ た ら 、 それは こ う いっ たお産は、 そ う いった

こ と がいつで も起こ り 得る し、 ロ ー リ ス ク で分娩が可能 と された妊婦さ んでも 2 0 分は心

音が下がっ て 、 その う ちの 1 0 %は緊急帝王切開にな る と い う 池ノ 上先生の と こ ろのデー

タからすれば、 あ る一定の予想でき る確率でそ う い う リ ス ク があ る のですか ら 、 それだっ

た ら 、 一人でやっ ている と こ ろはお産をする な と い う こ と に深 く 考え る と な っ て しま う の

ですよ 。

○池ノ 上委員長代理

いや、 お産をする な と い う のは、 それは ミ スア ンダース タ ン ドだと思います。 別にそ う

言っ ている わけではないです。 そ う い う こ と が起 こ る か ら 、 地域のセンターを充実 しな さ

い と 言っ てい る わけです。 だか ら 、 これで言えば、 例えば 3 時 4 5 分で 2 回の変動一過性

徐脈が出た と い う こ と です。 夜中の 3 時で し ょ う 。 と い う こ と を考えれば、 こ う い う 患者
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さ んは地域のセ ンターに送る と い う よ う な こ と を考えて も らいたい と い う こ と です。 これ

もハイ リ ス ク になって く る のです、 こ の段階で。

○水上委員

だか ら 、 こ の時点でそ う いっ た こ と で施設転送を考慮 しない と いけない と か、 も し く は

帝王切開の準備をする と い う こ と ですね。

○岡井委員長

こ の段階で準備を してお く と い う こ と は、 後か ら の話 と してはあ り ますね。

○池ノ 上委員長代理

だから 、 お産を してはいけない と い う こ と にはな り ません。 それは一般開業医の先生が

お産を して く れない と 、 日 本の医療、 周産期センターはみんな、 疲弊 して しま う わ けです。

だか ら 、 開業医の先生が頑張って く れて 、 日 本の産科医療はやっ と 成 り 立つのですから 。

だか ら 、 解釈が逆の方向に行かない よ う に して く だ さ い。

○石渡委員

今、 地域、 地域で、 グループでいろいろ行動 している のですよ 。 ですか ら 、 セ ンタ ーが

必ず し もセ ンターに送 ら なければでき ない と い う 症例ではな く て 、 帝王切開 して早 く 出せ

ば何と かなる と い う 場合は、 開業医同士が連携を と っ て 、 行っ た り 来た り 、 い ろいろやっ

ている わけです。 それで、 き ちん と機能 している場合、 例えばベ ッ ド も あ る し 、 人もい る

し と い う よ う な状況の と き はセ ンターに送る のですが、 地域の 中で解決 していかなければ

いけない問題だと思 う のですね。 システム と してですね。 ですか ら 、 一次医療機関である

診療所で分娩が 5 0 %であ る こ と は事実です し 、 そ こ がやれないよ う な状況をつ く っては

いけない と い う こ と ですね。

○池ノ 上委員長代理

だから 、 2 次の体制を何ら かの形で、 地域、 地域でつ く っ てお く と い う こ と ですね。

○楠田委員

それは私も 、 こ の最後の 3 ページの ｢体制不備を指摘する と 、 小規模の施設や助産院で

は分娩の取 り 扱いが不可能 と な る ため 、 指摘 しない｣ と 。 こ れを書いたのですが 、 同 じ こ

と で、 設備を整える と か、 そ う い う こ と る こ なれば、 も う でき な く な り ますか らね。 だか ら 、

こ の体制 と い う のは、 あ く ま でシステム と い う か、 連絡 と か、 そ う い う 問題ですよね。 だ

か ら 、 設備を整える 、 人をいつ もつけ る と い う のは不可能です。

○岡井委員長
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だか ら 、 連携 と い う のは 、 言われたみたいに地域で帝王切開を手伝っ て く れる 医師 と の

連携 と か、 そ う い う 話ですよね。

○池ノ 上委員長代理

だか ら 、 1 次の体制、 2 次の体制 、 3 次の体制みたいな 、 そ う い う 話ですね。

○楠田委員

今回は 、 そ う い う 判断は してなかっ たわけですね。 こ の仮想事例では。 だか ら 、 体制不

備 と い う わけではないですね。

○岡井委員長

ええ。 こ の事例は体制不備ではな く て 、 連携不備 と 、 後か ら考え る と ですが、 早い判断

が必要だっ た と い う こ と ですね。

○楠田委員

だか ら 、 判断 しなかっ た と い う こ と が問題で して 、 こ の病院に体制の問題点があっ た と

い う わけではないです九

○岡井委員長

ないです。

○隈本委員

と する と 、 こ の診療行為について 、 今後、 産科向上のために必要な こ と の中に 、 それは

本当 は書いてお く べき で し ょ う ね。

○岡井委員長

だか ら 、 ｢院内の診療体制を見直 しをする ｣ が 、 こ の問題であって 、 地域の連携システム

を整える こ と 。 こ っ ちが大事になっ て く る ので し ょ う 。

○隈本委員

こ の連携を整える と 、 かな り 抽象化する と 、 かな り ぼるナ る ので、 今、 先生方の議論で出

た よ う に 、 あ る 時点で帝王切開の判断を した と き に短時間ででき る よ う にやっ てお く べき

で した と い う のが 、 これが今後の産科診療の向上のために と い う こ と ですね。 具体的にそ

う 書いてあれば、 つま り 、 診療所でお産する な と い う こ と か と い う よ う な誤解を招かない

と思 う のですよね。 だか ら 、 診療所でやっ ていいけれ ど も 、 その場合には地域のセ ンター

に送れるか、 あ る いは地域のほかのお医者さ ん と連携 して 、 す ぐに帝王切開ができ る体制

に してお く べき だっ た と い う ふ う に具体的に書いたほ う が 、 変な誤解を招かないのではな

いですか。
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○岡井委員長

わか り ま した。 こ の ｢地域の連携システムを整える ｣ と い う と こ ろ を も う 少 し具体的に

書き ます。

○池ノ 上委員長代理

原因 と して 、 いわゆる システムエラーが どの ぐ らいある のか と い う のは非常に大き な問

題だと思います。 お医者さ んには問題がな く て も 、 周辺にシステムがなければ、 力 を発揮

でき ないわけですからね。

○竹村委員

ち ょ っ と よ ろ しいですか。 どの時点で例えば帝王切開 を考慮する 、 あ るいは どの時点で

搬送する と い う よ う な具体的なタイ ミ ング と い う も のを定義すべき なのか、 それはすべき

ではないのか、 ど う なので し ょ う か。

○岡井委員長

事象が起こ る時点では判断が難 しい し 、 迷 う し 、 なかなかいい判断が下せない こ と も 、

みんな 、 現実にあ る わけですが、 後か ら考えての意見を書 く こ と になっ てい る のですよ 。

今後の医療向上のための改善すべき事項に。 だか ら 、 そ こ には厳しいこ と であっ て も書い

てい く と い う こ と です。 ですが 、 これはあ く ま で も レ ト ロ スペク テ ィ ブに考えた場合の理

想的な こ と を言っ てい る のであっ て 、 それを現実にいつ もやれ と い う のは無理である こ と

はは じめに書いてあ る のですね。 こ の分析委員会の報告の理念 と してですれ

○池ノ 上委員長代理

だけれども 、 その と き に 、 その時点で ど う い う 状況であっ たかは十分考慮 して考えて 、

ど こ に不備があ る と い う こ と は言 う と い う こ と です。 ですか ら 、 その こ と 自 体が原因 と し

て 、 あ るいは ど こ ど こ に問題があ る と い う よ う な視点ではないのですね。 その分析をする

と こ ろはプロ スペク テ ィ ブです。 だけれ ども 、 将来につなげる と こ ろは レ ト ロ スペク テ ィ

ブな要素 も入る と い う こ と です。 だか ら 、 プロ スペク テ ィ ブな場合には地域の違いも あ る

で し ょ う し、 体制の違いも あ る で し ょ う し と い う こ と は、 当然、 全体の判断の中では今は

入る と い う こ と で始ま っ た と思いますが。

○岡井委員長

そ う です。

○上田理事

本文の 1 8 ページの 4 行 目 にあ り ますよ う に 、 振 り 返っ てみて、 改善事項を検討する と
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しています。

○岡井委員長

でも人工被膜と 陣痛促進剤の使用 を帝王切開の準備を整えてか ら行 う と い う のは、 これ

は現実に無理です。

○池ノ 上委員長代理

む しろ被膜を行 う と き の必要な条件がき ちん と確認されて、 フ ィ ッ ク ス してい る と か、

そ う い う こ と が されている かど う かが問題であっ て 、 やっ てはいけない と い う よ う な レベ

ルではない と い う こ と が 、 そ こ に記載されればいいのですかね。 も し されていなければ、

その確認がだめだ と い う こ と " こ な る と思 う のですが。

○岡井委員長

｢ 5 時 1 0 分、 も し く は 5 時 3 0 分以前に帝王切開に よ って児が娩出 されていた ら 、 脳

性まひを回避でき た可能性がある ｣ と 。 こ の ｢た ら 、 れば｣ の話は書 く のですかね 最初

に報告書の構成について検討した と き に 、 回避でき たかど う かを書こ う と い う 案 も あっ た

のですが 、 それはな く なったのですよね。 民事裁判になっ た と き は 、 そ う い う 話になっ て 、

責任がある と い う こ と にな る のですが 、 こ こ はあ く まで原因を究明する こ と 、 それか ら評

価を 、 その事象が起こ っ た時点で ど う 判断する か と 。 それに全く 普通の医療 と違 う 逸脱 し

た医療をやっ ている と か、 そ う い う 場合はちゃん と評価する と い う こ と です。 あ と も う -

つは、 レ ト ロ スペク テ ィ ブに見て 、 少 しで も よ く する ためには 、 こ う い う ふ う に改善 して

いこ う と い う こ と を書 く と い う 話になっ ていま したが。

○鈴木委員

そ こ でち ょ っ と いいですか。 回避でき たかど う か、 つま り 予防でき たかど う かは、 あ え

て書かない と 決めたのですか。

○岡井委員長

決めたのです。

○鈴木委員

それは ど う い う 理由 なのですか。 つま り 、 再発防止策 と い う のは 、 具体的に こ う い う こ

と をやれば結果を予防でき た と い う ですね。

○岡井委員長

かど う かはわか り ません。

○鈴木委員
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いや、 だか ら 、 わか ら ないのだっ た ら 、 わか ら ない と 書 く こ と が大事なのではないです

　　

○岡井委員長

回避でき たかど う かを 、 逆に言 う と 、 書 く 必要性は ど こ にある のですか。

○鈴木委員

だっ て 、 予防策ですよ 。 再発防止 と い う のは予防策ですよ 。

○岡井委員長

予防策は、 だか ら 、 すべてそ う い う こ と を回避する方向に向か う よ 効こ……

○鈴木委員

再発防止の と き に、 いろいろな提言を出 して 、 こ う い う こ と をやったほ う がいい、 こ う

い う こ と をやっ たほ う がいい と 。 こ う い う こ と をやっ て も 回避でき たか ど う かわか ら ない

のか、 それ と も 、 こ う い う こ と をやっ ていれば回避でき た可能性が高いのかは重要な関心･

事だと思 う のですよ 。

○池ノ 上委員長代理

再発防止委員会では、 それを検討する ので し ょ う 。 これは原因分析の と き に 、 そ う い う

こ と 々ま しない と い う こ と ではないですか。

○鈴木委員

こ こ は再発防止の と こ ろですよね。

○上田理事

いや、 改善事項です。

○鈴木委員

やっ て もや ら な く て も変わ ら なかっ た こ と なのか、 それ と も 、 やっ ていれば、 脳性まひ

が防げたのかは、 予防策に と っ て極めて重要ですよね。

○徳永委員

回避ができ たかど う かわか ら ないに して も 、 経過中にダブルであるいは応援を頼みなが

ら の処置が必要だった と思います。 ｢回避が可能だっ た｣ と い う よ う な文言よ り 、 改善事項

と しての文言が … 。

○岡井委員長

それはだか ら 、 こ う い う 書き方にな る と 、 5 時 1 0 分、 3 0 分以前に帝王切開をやっ て 、

児が娩出 されていた ら と い う ｢た られば｣ の話になっ て き て 、 やは り 、 こ う い う のは よ く
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ない と 思います。

○鈴木委員

予防策はいつも ｢た られば｣ ですよ 。

○岡井委員長

いや、 予防策は ｢た られば｣ ではないですよ 。

○池ノ 上委員長代理

こ の段階で、 例えば 5 時 1 0 分な ら 5 時 1 0 分で、 児を娩出する帝王切開をする条件が

整っ ていたか ど う か。 あ る いはそ う い う 判断をする 医学的な流れな り 、 根拠な り があっ た

かど う かを 、 こ こ で評価すればいいわけですよね。

○鈴木委員

でも 、 それは脳性まひを防ぐためにやるべき だ と い う こ と も こ な る わけですよ 。

○池ノ 上委員長代理

そ う ですよ 。 だけれ ど も 、 そ こ に医学的な論理を組み立てていっ て も及ばない部分があ

る わけですよ 。 だか ら 、 それは医学的に考えていっ て 、 例えば 5 時 1 0 分の段階では、 こ

う こ う であ る と 。 だか ら 、 帝王切開 を こ こ でやる と すれば、 例えば 8 0 %の人がや り ます

と か、 7 0 %の人が 、 5 0 %の人がや り ます と か、 そ う い う レベルでのディ スカ ッ シ ョ ン

にな る だろ う と思 う のですよね。

○鈴木委員

いや、 だか ら 、 医学的にやるべき かど う か と い う こ と と 、 その結果、 脳性まひが防げた

か ど う かは必ず し もパ ラ レルではないですよね。 ないのであれば、 ない と い う こ と を明 ら

かにする こ と が妊産婦や社会に対する専門家責任なのではないで し ょ う か。 あ えてそ こ に

触れない と い う のは何か逃げている よ う に と られますよ 。

○豊田委員

親が知 り たいのはそ こ だと思 う のですが。 実際、 質問に 、 説明 してほ しい こ と に入れて

い く わけですから 、 そ こ をはっ き り 書いてなければ、 わか ら ないも のはわか ら ない と 教え

てほ しいのが親なわけです。

○池ノ 上委員長代理

普通分娩を しないで帝王切開を していれば と い う こ と ですね。

○岡井委員長

帝王切開を していれば回避でき る 可能性があっ たかも しれない。 で も 、 それを書 く のは、
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それでは帝王切開 しなかった人に責任があ る と い う 責任追及につなが る か ら です。

○水上委員

こ んな文章はいかがで し ょ う か。 これは僕が事前に送っ た ものですが、 資料 1 - 3 の 1

3 ページの ｢P . 1 8-L4以降の文章｣ と い う こ と こ ろで、 こ の網かけになっ ている のは私が送

っ た文章だと思 う のですが 、 タ イ ト ルが ｢本事例における脳性まひ回避の可能性について

事後的視点か らの検討｣ と い う タ イ トルに して 、 ｢本事例において脳性まひが回避されるた

めには 、 5 時 1 0 分時に急速遂娩法 と して吸引分娩ではな く 、 1 時間以内に帝王切開が実

施 される必要があっ た。 しか し 、 これはあ く まで も事後的視点 (吸引成功 ･ 失敗の事前予

測は不可能) か ら の結論であ り 、 吸引分娩を選択 した こ と 自 体に医学的妥当性を欠 く と い

う も のではない。 また 、 それ以前の処置 (人工荷瑚莫や陣痛促進薬) も妥当性を欠 く も ので

はないが ｣ 、 あ と はほかの方法も あっ た と い う こ と を書いてあ る わけですが 、 こ の よ う な表

現も まずいですか。 5 時 1 0 分に帝王切開 をす ぐやっ たか ら と いっ て回避でき たか ど う か

については医学的には不明ですが、 少な く と も も う 少 しいい状態で出すためには、 そ う し

たほ う がま だま しだっ たろ う と 。 だけれ ど も 、 これは医学的にだめだっ た と い う こ と は言

っ ていません。 吸引分娩 自 体を選択 した こ と が妥当性を欠 く も のではない と い う こ と です。

○岡井委員長

最初には 、 回避でき るか ど う か、 その可能′性について も項 目 の中にあっ たのですよ 。 そ

こ で議論になっ て結論が出たのは、 医学的評価をちゃん と や り ます と 。 その と き の判断は

ど う だったか と 、 これをや り ま し ょ う と 。 後か ら見て 、 こ う すればよかっ たのではないか

と い う の も全部書き ま し ょ う と 。 しか し 、 こ の事例が回避でき た と い う 表現をする こ と は

責任追及につなが り ます。 こ の委員会は責任追及ではないのだ と い う こ と を も のすご く 大

事に していま して 、 原因を分析する わけです。 も ち ろん改善事項は指摘します。 しか し 、

責任を追及する も のではない と い う こ と を明確に している以上、 回避でき た と い う こ と み こ

ついての判断はも う しない と決ま っ たのです。

○鈴木委員

そ う い う 記憶はないですが。

○宮澤委員

いろいろ混乱 している と思 う のですが、 回避でき た と い う こ と が断言でき ないのだっ た

ら 、 それは回避でき たかど う かは不明である と 書いて 、 その後で、 こ う い う こ と をすれば、

よ り よ き結果に結びつ く 可能′性があ る も の と して何があ る か と い う こ と をやっ てい く と い
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う こ と です。 回避でき た と い う こ と がはっ き り 断言でき る ので した ら 、 それはやは り 書か

なければいけない と思 う のですね。 事例 と して断言でき ないから書かない と い う こ と にな

る のだ と 思 う のですね。

○鈴木委員

断言でき なければ、 断言でき ない と 書けばいいのですよ 。 ま あ 、 断言でき る こ と なんか、

世の中にはない と思 う のですが。 だか ら 、 つま り 科学的に見て、 医学的に見て 、 可能性が

多少な り と も あ る のか、 それ と もかな り あ る のか、 そ こ は可能性の程度の問題なので、 今

の医学の現状を踏ま えて 、 可能性の程度は書 く べき ですよ 。 責任追及につながる こ と を-

切書かないのであれば、 原因分析だっ て責任追及につなが り ますよ 。 医学的評価だっ て責

任追及につなが り ます よ 。

○岡井委員長

だか ら 、 そ こ に書いてある思想 と して 、 こ の委員会が追求 しない と い う思想です。 事実

も書き ます。 それか ら 、 医学評価も書き ます。 改善すべき点も書き ます。 しか し 、 そ こ か

ら先は、 も ち ろんそれに対 して追及 したい人がいればやればいいのですが、 こ ち ら は、 そ

こ ま でですよ と い う こ と を言っ ている わけです。

○鈴木委員

おっ しゃ る意味が全然わか り ません。 何で結果回避の可能性だけを書かないのか。 責任

追及を断絶 してれ

○岡井委員長

断絶する わけではな く てY思想 と してそ う い う こ と をやっ ていない と い う 意思表示です。

○鈴木委員

だっ て 、 予防策 と い う のは結果を防 ぐための方法ですよ 。 再発防止 と い う のは結果を防

ぐための方法ですよ 。 それをあえて書かないのが科学的だ と い う 意味が よ く わか り ません。

○宮澤委員

やは り 議論が非常にぶつかっ てい る のですが、 こ の原因分析の場 と い う のは、 原因を分

析してい く こ と であっ て 、 それがその後、 その結果の責任につなが るかど う かは 、 その後

の問題であっ て 、 やは り 原因 と して ど う なのか と 。 これは防げた と い う こ と が断言でき る

のだっ た ら防げた と言 う べき です し 、 それがわか ら ない と い う のだっ た ら 、 わか ら ない と 、

不明である と い う こ と を書 く べき です。 可能性の程度が ど う なのか と い う こ と まで言 う と 、

非常に これは議論の出 る と こ ろなので、 それは可能!性があ っ たかど う か と い う こ と だけに
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と どめ るべき なのではないかな と 思います。 あ と 、 その可能性の中で、 原因の予防でき る

よ う な内容がある のだっ た ら 、 これをやっ た ら 、 よ り よ い結果になっ たかも しれない と い

う こ と は書いてお く べき だ と 私は思います。

○水上委員

こ の事例で我々 の出す結論は、 分娩時の低酸素である と い う こ と を我々 は言 う わけです

よ 。 そ う した ら 、 こ の脳性まひは、 最適の理想的にやっ た ら ば、 陣痛が始ま る前に帝王切

開 していれば回避でき たのですよ 。 だか ら 、 回避でき る可能性はある のです。 ただ、 回避

の可能性について書いて も別におか し く あ り ません。 しか し 、 その回避可能性の判断を し

た こ と が医学的に妥当であっ たかど う か と 。 だか ら 、 こ こ で僕が先ほ ど言っ た ｢帝王切開

を選択すべき だっ たけれど も 、 吸引分娩を した こ と は医学的妥当性を欠 く も のではない｣

と 。 こ の よ う な表現は別におか し く ないと思 う のですね。 だか ら 、 それは鈴木委員か ら指

摘されたよ う に 、 これを書かない と 、 何か気の抜けた ソーダ水みたいになっ て しま う よ う

な気が しますね。

○徳永委員

こ の事例では、 ド ク ターや家族か ら の意見を聞いている と思いますが。

僕も一人で診療をやっ ています。 実際に こ う い う 事例では、 ダブルセ ッテ ィ ングを して 、

鉗子で出すこ と ができ そ う な症例の場合でも 、 他の連携 している ドク ターに連絡を と り な

が ら行っ ています。 こ の症例の場合、 午前 3 時ごろか ら一人で悩みなが ら見ていた状況が

はっ き り しません。 そ う い う 状況が判 ら ない と 診療体制に対 して ｢ こ う したほ う が良かっ

たのでは｣ と い う よ う な改善事項に対する評価ができ ない。 こ の ドク ターは ど う して一人

で、 そ こ ま で したのかわから ない。 深夜だっ たか ら なのか、 連携する ドク タ ー と 連絡でき

なかっ たのかな ど。

帝王切開をやっ ていれば回避でき た可能性はあ る と思われる事例ですが 、 ｢ も う 少 し早 く

判断していれば｣ と いったよ う な文言を どの よ う “ こ入れる かはなかなか難 しいですよね。

○水上委員

分娩時の低酸素に よ っ て 、 今回の C P が引 き起こ された と い う 結論をする のであれば、

回避の可能性はあっ たのですよ 。 例えば、 それがサイ ト メ ガ ロ の妊娠 2 0 週になっ た脳′性

まひだっ た ら 、 それは回避の可能性はないわけです。 回避の可能性はなかっ たか ら 、 全 く

あれなのですが 、 これは分娩時に起 こ っ た こ と なので回避の可能性があ り ま したが 、 その

判断ができ なかっ た こ と が今のス タ ンダー ドか らかけ離れた判断であっ たか ど う か と い う
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こ と です。 だけれ ど も 、 それは僕 ら の委員会のする こ と ではないかも しれませんが 、 何か、

こ の巻末と い う か、 こ の報告書の最後に 、 ち ら っ と その よ う な可能性について若干入れて 、

医学的妥当性、 その判断が妥当性があっ たか ど う かを入れて も 、 それは鈴木委員が言われ

る よ う &こ何 ら不思議ではあ り ません し 、 責任追及に結びつ く も のではない と思います。 医

学的妥当性は欠 く も のではない と き ちん と 書いておけばですね。 それは 、 そ こ で帝王切開

を選択 しないで、 吸引分娩を選択 したのは非常にス タ ンダー ドか ら随分離れた診療行為で

ある と い う 結論に して しま っ た ら 、 それは僕 ら 、 こ の委員会の ビジネスではないですが 、

その判断は妥当性を欠 く も のではない と い う こ と を き ちん と入れている のであれば、 それ

は問題がない と思います。

○岡井委員長

大変重要な こ と だ と思いますが 、 実は こ の原因分析委員会の前の準備の段階で議論を し

て決めたこ と なのですれ 先ほ ど言っ た回避 と い う 言葉については。

○上田理事

先生、 こ の原因分析委員会に提案する原因分析報告書案作成マニュ アルについて岡井先

生に ご相談 した と き 、 回避の可能性の頃副こついては、 こ の原因分析委員会では医学的な

言鮖価を行 う ので、 臨床経過に関する 医学的評価 と する こ と ろ こ しま した。 評価 と い う よ り は、

法的評価につながる のではないか と話 しがあ り ま した。 産婦人科医会が取 り ま と めた報告

書には、 脳性麻痺発症回避の可能性の項 目 があ り ま して 、 その こ と について議論 しま した

ら 、 今 申 し上げた よ う に 、 法的評価につなが る のではないか と い う こ と で、 こ のマニュ ア

ルでは臨床経過に関する 医学的評価に変えた経過があ り ま した。

○鈴木委員

何で法的評価につなが る も のを全部落とすのですか。 原因分析だって、 臨床経過の医学

的な評価であっ て 、 それを土台に して法的評価がある のですよ 。 法的評価につなが る も の

を……。

○上田理事

こ の原因分析委員会では法的評価を行 う のではな く て 、 医学的評価を行 う と い う 意味で

ございます。

○鈴木委員

ですか ら 、 回避可能性については医学的評価をすればいいのですよ 。

○水上委員
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医学的に回避可能性について論ずる のはいいので し ょ う 。

○鈴木委員

そ う です。 そ う い う こ と ですよ 。

○上田理事

そ う です。

○水上委員

だか ら 、 こ の患者さ んは分娩時になっ たのですか ら 、 そのイ ンサル ト が起こ る まで、 侵

襲が起こ る前になにが しかの方法で帝王切開で も していれば、 回避可能性はあっ たわけで

すよね。 それはやは り 記載 したほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長代理

回避可能か と い う のはオール ･ オア ･ ナ ッ シングなのですね。 オール ･ オア ･ ナ ッ シン

グの議論で進め るか ら 、 なかなか合わないのだと思います。 だか ら 、 よ り 良質な医療を提

供する と すれば、 ど う い う こ と があっ たのか と い う よ う な こ と を医学的に検討 して 、 その

結果 と して回避でき たかでき ないかは 、 それはわか ら ない部分はわか ら ない と い う こ と で

し ょ う 。

○鈴木委員

でき たか ど う かではないのですよ 。 可能性があっ たか ど う かが大事なのですよ 。

○池ノ 上委員長代理

そ う い う も のを 、 よ り よ い医療を提供する ためには今後 ど う すればいいかと い う と こ ろ

で議論 していけばいいので して 、 その中に今の よ う な回避の可能性を 、 やは り ど こ かで何

らかの形で出 さ ない と 、 ち ょ っ と まずいのではないですかね。

○徳永委員

水上先生の書かれた 1 3 ページの 4 行 目 、 こ の表現で問題ない と思いますが。

○水上委員

例えば我々 が こ こ でやる も のは、 ほ と ん ど分娩時の低酸素障害かど う かが非常に中心に

なる と思 う のですが、 分娩時の低酸素障害であった ら ば、 医学的に回避可能であっ たかど

う かは 、 それは回避可能だったのです。 だけれ ど も 、 現在知 られている知識 と か、 我々 の

持っ ている標準的な医療で、 それが回避でき たかど う かは全く 別問題にな り ます。 理想的

に言っ た ら ば、 分娩開始前には、 そ の子は元気であっ て 、 分娩中に 、 そ う い う 侵襲を受け

て生まれてか ら 、 脳性まひを発症 したか ら 、 そ う いっ た こ と が起こ る前に分娩させて しま
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えば、 それは医学的には、 その子は回避でき たのですよ 。 だけれ ど も 、 そ う いっ た判断を

我々 が持っ ている知識 と か、 ツールででき る か ど う かが問題であっ て 、 医学的妥当性を欠

く と い う のは 、 僕 らが持っ ている知識でそれがス タ ンダー ドだ と 言われている こ と を しな

いで、 適切な判断ができ な く て 、 脳性まひだっ た と き は、 医学的妥当性を欠 く と い う 判断

を しな く てはな り ません し 、 それは我々 が持っ ている ツールで精いっ ぱいやっ たのですが、

こ う な っ た と き は医学的妥当性を欠 く も のではなかっ た と い う 結論を出すこ と になる で し

よ り 。

○宮澤委員

こ こ は注意を しな く てはいけないのですが 、 結果回避の可能性があっ た こ と る こ な る と 、

では 、 一般の人が見ている と 、 責任があっ たのではないか と 流れる危険性がある ので、 そ

こ の表現の仕方は非常に注意 しなければいけません。 客観的に理論的に可能性があっ た と

い う こ と と 、 現実にでき たのかでき なかっ た と い う こ と 。 それから 、 現実にでき る も のだ

と して 、 これか ら は何を していっ た らいいのか と い う 問題をき っ ち り 分けて議論 しない と

難 しいです。 そ こ を分けていけば、 こ の原因分析委員会 と しては非常にいい形になる と思

います。 結果 と して法的な責任が出て く る かど う かは、 その後の問題なので、 そ こ は、 こ

こ では考えずに、 理論的にでき る かでき ないか と い う こ と と 、 現実的な可能!性があ っ たの

かど う か と い う こ と を き ちん と 医学的に区別 してい く こ と を明示 してやっ てい く のが 、 こ

の委員会の本来の責務だろ う と私は思います。 その意味では、 法的な責任が出る可能′性が

あ る か らやめておこ う と か、 そ う い う こ と は議論 と しては正 し く ない と私は思います。

○岡井委員長

いや、 可能性がある か ら と い う こ と ではな く て 、 法的責任追及になる よ う な表現は、 こ

こでは した く ない と い う こ と なのです。 こ の委員会の報告書では。

○鈴木委員

誤解を与えてはいけませんが 、 医学的にき ちん と した意見は出 さ ない と だめですよ 。 責

任追及につながる こ と を懸念 して 、 な るべ く 責任追及にな ら ない よ う に と い う 配慮を した

ら ば信頼性はないですよ 。

○岡井委員長

それは責任追及にな ら ないよ う に配慮する のではな く て 、 言葉 と して 、 さ っ き言っ た よ

う に短聯絡的に 、 す ぐそ う い う ふ う に持っ ていかれる よ う な言葉は使わない方がいい と い う

こ と です。 そ う ではな く た っ て 、 問題点はこ こ にあ り ます よ 、 これか ら こ う しま し ょ う と

-59-



書いている わけですか ら 、 そ こ か ら またそれで判断する人は判断 して も ら れまいいわけで

す。 ただ し 、 私たち と しては 、 これはすぐ責任追及する よ う な事例、 そ う ではない事例だ

みたいな こ と はや り た く ない と言っ ている わけです。

○鈴木委員

そんな こ と はだれもやっ ていないではないですか。 今までの議論で。

○岡井委員長

だか ら 、 回避の可能性があった と い う のは、 そ う い う ふ う に……。 よ く 考えて も ら え る

人は考えて く れて読んで く れて 、 意味を理解して く れればいいのですが、 回避可能性があ

っ た と い う と 、 す ぐ責任がある と思われそ う な表現で し ょ う 。 それは事実ではないですか。

○鈴木委員

いや)思わないで し ょ う 。 そんな こ と を書いてあ る か ら と いっ て 、 法的評価 と して責任

追及でき る なんて考える患者や弁護士はいないですよ 。

○宮澤委員

でも 、 患者や弁護士だけに向けた書類ではないのですが。

○上田理事

岡井先生の懸念は、 本文 1 8 ページのなかにはある かも しれませんが、 こ の資料 1 - 3

の 1 3 ページの水上先生が書かれた こ と は、 医学的な評価ではないですか。

○池ノ 上委員長代理

ええ。 水上先生は、 こ こ で帝王切開を していればよかっ たであろ う と言っ ています。 だ

けれ ど も 、 あの時点で、 吸引分娩もそのチ ョ イ ス の中に医学的にはある のだ と 。 その吸引

分娩が成功するかど う かに関 しては、 それは予測でき ない と 。 だか ら 、 結果 と して 、 その

時点で起こ っ た脳低酸素症が脳障害の原因であろ う と い う ふ う に 、 きれいにき ちん と書い

てある ので、 医学的には我々 は こ う 思います と 。 これでク リ アではないのですか。

○楠田委員

確かに原案だ と 、 ｢た られば｣ かも しれませんが。

○池ノ 上委員長代理

鈴木先生がおっ しゃ る こ と も 、 水上委員が書かれた こ の中に ク リ アに述べてあ る と思い

ますが。

○水上委員

結局、 我々 産科医が直面 している 問題 と い う のは これなのですよ 。 結果だけを求め られ
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た ら ば、 こ う いったこ と があ る一定の頻度で起こ る のはあれなのですが 、 事前にそれを回

避でき る よ う なツールを持っていない と い う こ と です。 だか ら 、 ツールを持っ ていな く て 、

な っ た も のすべてが責任を負わ された ら 、 それはひ どいで し ょ う と い う こ と ですれ ちゃ

ん と した診療を してい る のに。

○池ノ 上委員長代理

その責任はま た別の人が言 う ので、 我々 は今の医学的知識、 医学的な現在の我々 が持っ

ている ツールでベス ト なデシジ ョ ンが されま した よ と い う こ と を き ちん と説明すればいい

わけですよね。 水上先生の提案は非常にきれいに書いてある と思います。 わか り やすいで

す し。

○隈本委員

私も 、 こ の文章は非常にわか り やすく て 、 言いたいこ と が伝わっている と思います。 こ

の文章でいい と思 う のですが、 一方で、 こ のお医者さ んは、 本当 に正 しい判断を した と原

因分析委員会で結論づけてい る のですか。

○岡井委員長

いや、 そんな こ と はないですよ 。

○隈本委員

例えば僕で した ら 、 も っ と 早 く 帝王切開を していますよね と い う のが も しあ る のだ と し

た ら 、 こ の文章はこれでいい と思います し 、 これで非常に筋が通っ ています。 回避でき た

かも しれませんが 、 あの時点では、 こ う い う 選択肢も あっ た と い う こ と です。 で も 、 そ こ

で原因分析委員会 と しては、 あ るいは僕がベテ ラ ンの医者だっ た ら 、 こ う は書かない と い

う のがあ る と思 う のです。 新人の失敗 した事例を見ま してね。 そ う い う 意味では 、 先生方

は原因分析委員会 と して 、 本当 は も っ と こ う したほ う が よ かっ た と い う のは実は、 こ の後

に も う 一回要る のではないかな と い う 気が します。 こ こ はいいのですよ 。 これでいい と思

う のです。 本当 はでき たかも しれません と 。 で も 、 妥当性を完全に欠いている と い う わけ

ではない と 。 しか し 、 今後 、 同 じ よ う な事例を防ぐ と した ら 、 こ う して も よ かっ たな と い

う のは書いてお く べき ではないで し ょ う か。

○松田委員

3 時 4 5 分か らア ク シ ョ ンを起こすべき だっ た と かですね。

○岡井委員長

それはだか ら 、 書 く のですよ 。 そ う い う ふ う にはですね。

‐6 1 -



○池ノ 上委員長代理

先ほ ど徳永委員がおっ しゃ っ たよ う な こ と が 、 一般の開業の先生の中では多 く 行われて

い る わけですよ。 そ こ について、 こ の当該のお医者さ んが行える状況、 体制下にあったか

ど う か と い う と こ ろが非常に大き な問題 と して最後には残っ て く る のだと思います。 その

と き その と き の産科医のデシジ ョ ンを医学的に考える と 、 プロ スペク テ ィ ブに見れば、 そ

んなに無理はない と い う こ と ですね。

○隈本委員

最後にち ょ っ と 引 っ かかる と した ら 、 ｢妥当性を欠 く ものではないが 、 移努テ させた ら可能

性があっ た｣ と い う のだ と 、 ち ょ っ と 原因分析委員会の皆 さ ん先生方のお気持ち よ り は少

し弱 く ないですか。 妥当性を欠 く も のではないが、 こ う こ う していれば可能性も あっ た と 。

本当 は こ う すればよ かった 、 あ るいは こ う したほ う が 、 よ り いい医療であっ たみたいな こ

と まで書いていない と 、 移笏テ させ られた可能性があっ ただけではな く て 、 こ う する こ と が

将来の産科医療の向上につなが る 、 望ま しい と かですね。

○岡井委員長

そ こ はそ う い う 表現のほ う がわか り やすいですね。

○隈本委員

そ う した ら 、 よ う や く 、 これを読んだ人は、 ｢な る ほ ど 、 こ の先生を責め る わけではない

けれど も 、 も しいい方法があっ た ら 、 こ う だったのだな｣ と い う こ と が 、 こ の文章を読ん

でわか り ます。 だか ら 、 ｢望ま しい｣ と か、 ｢そ う したほ う が も っ と よ かっ た｣ みたいな表

現が 、 ｢可能!性があった｣ ではな く て 、 よ いのではないで し ょ う か。

○岡井委員長

そ こ は私もそ う 思います。 それ と 、 こ こ の委員会は、 私 と しては、 本当 に事例 と しては、

でき る だけ厳 し く 、 も っ と いい方法があっ たのではないか、 こ う すればよ かっ たのではな

いか と 徹底的にや り たいのです。 ただ し、 それは現場で本当 にやっ ている先生方 と相当 か

け離れた高い レベルで、 専門家で、 経験も あ り 、 判断も でき る人が言っ ている ので、 そ こ

ら辺がそのま ま言っ て しま っ た ら大変な こ と にな り ます。 そ こ だけが気になる のです。 そ

れ と 、 あ く まで も こ こ は原因を分析する 医学評価をやる と こ ろです。 それで さ ら に上か ら

見て 、 いい こ と をでき る だけ言っ て 、 改善 してい こ う と 。 その精神は貫 く のですが、 責任

追及の報告書ではない と い う 認識を絶対持っ ておかない と いけない と思います。

そ う い う こ と で、 少な く と も こ の よ う な感 じでの回避の可能性についての検討と い う 項
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目 をわざわ ざ設ける のは ど う か と思 う のですね。 改善する事項で挙げてい く と こ ろで、 こ

う い う こ と をすればそ う い う 可能性がある と い う 形で書いてい く と い う のは、 ち ょ っ と 考

え させて く だ さ い。 回避の可能性があったか と い う こ と に対 して項 目 を設けて 、 それに結

論を下すと い う よ う な こ と にな る と 、 も ち ろんちゃん と 読む人は読んで く れる のですが、

そ こ の 1 項 目 で、 これは責任がある と判断されやすいのだろ う と思 う のですよね。

○鈴木委員

それは法的判断ですか。

○岡井委員長

法的判断です。

○鈴木委員

法的判断は、 そんなに甘 く ないです。

○岡井委員長

いやいや、 法的な最終的な判断ではな く て 、 報告書を読んだ と き に 、 そ う い う ふ う に感

じ る人が多いのではないか と 思いますが。

○鈴木委員

そ う い う 人がいる か ら 、 そ う い う 人に合わせて報告書を書 く のですか。

○上田理事

それは違います。 誤解を されない よ う に書き たい と 言っ ている だけです。

○岡井委員長

こ ち ら がそ う い う 判断を した と誤解されない よ う に書き たいのです。

○鈴木委員

丁寧に書けばいいだけの話ではないですか。

○隈本委員

例えば必ず、 ｢本委員会は法的な判断をする も のではないが｣ と い う も のを ど こ かに入れ

てお く と かですね。

○鈴木委員

そんな こ と は前提 と して 、 こ の設計にあ る わけですよ 。

○池ノ 上委員長代理

脳性まひ回避の可能性と い う 言葉は、 絶対的な言葉ですか。

○鈴木委員
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いや、 回避可能性と い う 用語を使 う 必要はない と思います。

○池ノ 上委員長代理

ないですよね。 ｢ よ り 良質な医療を提供する には｣ と か何か、 そ う い う 言葉でもいいわけ

ですね。

○鈴木委員

だか ら 、 脳性まひにな ら ないで済んだ と い う こ と を書けばいいわけです。

○池ノ 上委員長代理

｢脳性まひを今後防止する ための見解と しては｣ と かですね。

○隈本委員

回避可能性と い う 言葉を使 う か ら法的回避可能性を連想 されるか ら 、 ｢な らずに済んだ｣

と い う こ と を書けばいいのだと思います。

○鈴木委員

医学的には可能性 と い う 言葉は 日 常的にお使いになっ ている わけなので、 ｢脳性まひを

防げた可能性があ り 得る ｣ と い う よ う なですね。 やは り 安全対策は 5 0 例 も 1 0 0 例 も 出

て く る わけですよね。 しか し 、 結果につながっ た大き なフ ァ ク ター、 そ こ について第一に

対策を と る か ら こそ 、 説得力が出て く る わけなので、 結果に関連のあっ た原因 と 関連のな

かっ た原因は意識 して書き分けるべき だ と 僕は思います。 結果につながった可能性のある

と こ ろをまず第一義的に対策を と ら なければいけません。 その と き に結果につながっ た可

能性をあえてぼか して 、 何も書かずに 、 5 つ も 6 つ も対策を講 じる と言っている のは、 ま

さ みこ理想を掲げている だけで、 予防対策に説得力に欠 く と 僕は思います。

○岡井委員長

それはそ う です。 こ の事例では ど こ が一番重要なポイ ン ト であ る かはちゃん と わかる よ

う に書かない と いけない こ と はその通 り です。

○隈本委員

あ と も う 一つ 、 例えばほかの若いお医者さ んたちが 、 こ の報告書を読んで、 これは こ の

時点で判断しなければいけないのだ と 、 いわゆる疑似体験を して 、 医療全体の レベルを上

げる と い う 意味がある と思 う のですね。 だか ら 、 法的な責任の追及にな ら ない よ う に と い

う か、 我々 が法的な判断を した よ う な誤解を招かない よ う に と い う こ と は十分配慮 した上

で、 で も 、 本当 は、 こ こ は こ う すべき だっ たのだよ と い う こ と は、 こ の文書を読んだ若い

お医者 さ んの参考 と い う 意味でも 、 これは疑似体験ですか ら 、 事故の疑似体験を して も ら
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う た めに も 、 ぜひ必要だと思います。 こ う すべき だっ た と い う こ 刻まですね。

○岡井委員長

そ こ の表現の仕方を も う 一回考えてみます。

も う 一つ、 ｢新生児蘇生法を実施でき る ス タ ッ フが立ち会 う ｣ を追加 しろ と い う こ と です

が、 ス タ ッ フ と い う のには ど う なので し ょ う か。 これは新生児の先生か ら 出てき た と思 う

のですが。

○楠田委員

そ う ですね。 先ほ ど言っ た よ う に 、 少な く と も今、 そ う い う 蘇生法の標準化をやっ てい

る ので、 今後は、 こ う い う 人が立ち会 う のが望ま しいで し ょ う ね。 だか ら 、 これは改善策

です。

○岡井委員長

それで、 こ のス タ ッ フ と い う のは ど う い う 意味ですか。 新生児の先生ではな く て 、 助産

師でも蘇生法の講習を受けてマス ター して く だ さ い と 。 そ う い う 意味ですね。

○楠田委員

はい、 そ う い う 意味です。

○岡井委員長

それで先生が先ほ ど言われたよ う に 、 マス ク ･ ア ン ド ･ バ ッ グを先にやっ て しま っ て 、

吸引 しない と 、 そ う い う こ と をやっ た と い う 事実認識の も と に これを書いている わけです

ね。

○楠田委員

そ う です。

○岡井委員長

では、 それは書き ま し ょ う 。 も う 一個、 上にあ る 2 0 分ルール、 5 回ルールの取 り 扱い

は先ほ どのでいいのですか、 水上先生。 これはC ラ ン ク の こ と ですから 、 本当 にそ う しま

し ょ う よ と ガイ ドラ イ ンで言っ ている わけではな く て 、 参考資料と して 、 こ う い う こ と を

言っ ている人がいますよ と い う こ と なのですが。

○楠田委員

これも私が書いたのですが、 遵守する ではな く て 、 こ う い う ルールが、 本当 に こ のまま

だ と 、 ス タ ンダー ド み こなっ て しまいますからね。

○岡井委員長
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こ の辺は意見が違っ て 、 僕なんかは個人的には絶対遵守すべき だと思っていますが、 そ

う ではない と 思っ ている人も ほかにいる のですよね。

○楠田委員

だから 、 そ う い う ニ ュア ンス の書き方ですね。

○上田理事

その辺は先ほ どの議論を踏ま えて整理します。

○岡井委員長

はい。 そ う する と 、 き ょ う 出た意見に関 しては、 まだ結論が出ていない と こ ろ も あ り ま

すが 、 必要で重要な部分は一応議論 していただいた と い う こ と で、 こ こ で-旦終わ り に し

ます。 こ の間の第 1 仮想事例に関 して も意見をいただいて 、 結論が出た と こ ろ も あ り ま し

た し、 事務局のほ う で整理 します と いって残 してある部分も あ り ます。 それ も整理 して 、

こ う い う 形で ど う ですか と い う こ と を出 しま し ょ う 。

○上田理事

はい 、 次回に。

○岡井委員長

それと 一緒に 、 第 2 事例に関 して も 、 今 、 議論を していただいたので、 こ う い う ので ど

う ですか と い う も のを出 します。 それでも う 一回 、 整理 したい と思います。

き ょ う は も う 予定時間をオーバー していま して 、 こ の後に予定 している こ と は ど う しま

すか。 本当 に必要な こ と だけをやっ て 、 次回に回 しま し ょ う か。 議論がいっ ぱい出 る こ と

はわかっ ていたのですが。

○上田理事

では 、 保護者か ら の意見書について。

○岡井委員長

はい。 では 、 3 ) の こ と だけ後先生、 お願い します。

○後技監

それでは本 日 の資料 3 - 1 と 3 ー 2 を ご ら ん く だ さ い。 これはご家族に送る ｢原因分析

のための保護者の意見について (事前の ご案内) ｣ の紙 と ｢記入のお願い｣ の紙 と い う こ と

になっ てお り ます。

前回までの会議内容を少 し思い出 していただき ます と 、 以前はこ の資料 3 - 1 を第 1 報

と 呼んでお り ま して 、 資料 3 ー 2 を第 2 報 と 呼んでお り ま した。 その後 、 ｢第 1 報｣ の趣旨
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は ｢事前の ご案内｣ であっ て 、 ｢第 2 報｣ は ｢記入のお願い｣ だろ う と い う ご意見があ り ま

した。 そ して 、 こ の よ う な タ イ トルに変えて 、 その タ イ トルも 四角 で囲んで見やす く して

お り ます。 そ して 、 第 1 報の資料 3 - 1 のほ う " こは 、 これは事前の、 原因分析の準備のお

知 らせです と い う こ と も書いてお り ます。 ま た全体的な 日 本語も ｢原因分析に係る ｣ です

と か、 そ う い う 表現は改めま して 、 ｢原因分析のための｣ と 、 こ う い う 日 本語に直 してお り

ます。 書体を明朝体から ゴシッ ク 体に して 、 行間を広げた り 、 漢字の数を減 ら して 、 ｢0O

等｣ と い う も のは ｢00な ど｣ と い う 形でわか り やす く 、 や さ しめな印象を与え る よ う な

形に してお り ます。

そ して資料 3 - 2 ですが、 その 中で最後から 2 枚 目 の紙にな り ますが 、 5 ) 6 ) 7 ) が

書かれた紙があ り ます。 その 中に前回までの資料では 、 分娩期間から児 ･ 家族に された説

明 を書いていただ く 欄があ り ま したが 、 これも前回の会議を思い出 していただき ます と 、

医療機関に事例の概要の確認お尋ねする と き の書式でも 、 説明に関する部分は削除する こ

と にな り ま したので、 それに合わせて こ の児 ･ 家族の紙か ら も削除させていただいてお り

ます。 ただ し 、 特に説明についていろいろ と ご意見がある場合は、 その下の新 しい ｢ 7 )

その他｣ です と か、 最終ページの ｢ 3 ･ その他、 ご意見な ど｣ の と こ ろに書 く こ と はでき

る と い う 形になっ てお り ます。

以上の よ う に改めま した。

○岡井委員長

こ の資料はまだ先生方にお 目 通 し して も ら ってな く て 、 今出たのですか。

○後技監

そ う です。 き ょ う が初めてです。

○岡井委員長

そ う した ら 、 お持ち帰 り いただいて、 チェ ッ ク していただいて、 次の と き までに ご意見

をいただ く と い う こ と でいいですか。

○上田理事

間に合わないかも しれません。

○岡井委員長

では 、 1 週間以内に意見をいただ く と い う こ と でいいですか。 これを今、 -々 読んでい

っ て 、 ｢て にをは｣ を と い う と 時間がかか り ますので、 お持ち帰 り いただいて 、 1 週間以内

に ご意見をお願い します。 それな ら大丈夫ですね。
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○上田理事

はい。 すみません。

○岡井委員長

では、 それでいき ま し ょ う 。 あ と 、 次のス ケジュールの こ と ですね。 そ う する と 、 次の

原因分析委員会は事例 1 と 事例 2 の整理です為 ひな形にする のであれば、 最終的に こ う

だ と い う のを決めたい と思いますので、 修正案ができ た時点であ ら か じめお送 り したい と

思います。

○後技監

今後のスケジュールでございます。 次回は 7 月 2 3 日 の木曜 日 の午後 4 時か ら 6 時まで

になっ てお り ます。 当機構の 9 階のホールでの開催 と なっ てお り ます。 こ ち ら は 1 0 階で

すので、 一つ下の階にな り ます。

そ してその次の回ですが、 これは 9 月 にな り ます。 9 月 の 日 々 こ ち については 、 本 日 、 配

付資料の 中に 日 程調整表を入れてお り ますので、 これを 6 月 1 6 日 ま でにフ ァ ッ ク スでご

返送いただき ますよ う に よ ろ し く お願いいた します。

議事 と いた しま しては、 次回、 さ ら に 9 月 も 、 仮想事例の模擬部会の実施であった り 、

報告書の作成であっ た り 、 マニ ュ アルの確定をする予定ですが、 特に仮想事例 1 と 裁こつ

き ま して 、 最初の原案、 行われた議論、 そ して最終的な修正された報告書と い う こ と で 、

一種、 今後の教材になる よ う な も のにま と めて 、 その内容について ご審議いただ く こ と Q こ

してお り ます。 以上です。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいま した。 よ ろ しいですか、 そ う い う 予定で。 では、 ご意見がなければ、

次の と き に今の事例、 前の事例を整理 した形でディ スカ ッ シ ョ ン したい と思いますので、

お願い します。

ど う も あ り が と う ご ざいま した。
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